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町政執行方針
　

平
成
30

年
町
議
会
第
1
回
定
例

会
の
開
会
に
あ
た
り
、
私
の
ま
ち

づ
く
り
に
臨
む
方
針
と
平
成
30

年

度
予
算
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
の
10

月
の
町
長
選

挙
に
お
い
て
、
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ま
か
ら
温
か
い
ご
支
援
、
ご
厚

情
を
い
た
だ
き
、
無
投
票
に
よ
り

2
期
目
の
八
雲
町
の
4
年
間
の
か

じ
取
り
を
再
度
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
多
く
の
期
待
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
自
ら
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て
、
企
業
訪

問
や
大
学
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ

て
八
雲
町
の
情
報
発
信
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
、
そ
の
成
果
が

徐
々
に
芽
を
出
し
始
め
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
も
種
を
ま
き
続
け
大

き
く
実
り
、
活
気
あ
ふ
れ
る
八
雲

町
と
な
る
よ
う
全
力
を
も
っ
て
邁

進
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

八
雲
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
町

民
憲
章
を
基
本
理
念
と
し
、
八
雲

町
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
き
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。
平
成
28

年
度
か
ら
策
定
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
「
第
2
期

八
雲
町
総
合
計
画
」
も
で
き
あ
が

り
、
い
よ
い
よ
平
成
30

年
度
か
ら

計
画
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

総
合
計
画
で
は
、
『
八
雲
発
！
自

然
と
人
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
』
を
将

来
像
に
掲
げ
、
計
画
実
現
の
た

め
、
5
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
向
こ

う
10

年
間
の
計
画
で
は
あ
り
ま
す

が
、
八
雲
町
の
20

年
、
30

年
後
の

長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
、
地
域

住
民
が
将
来
に
向
か
っ
て
夢
と
希

望
を
も
っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
、

計
画
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
加

速
す
る
現
状
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ら

の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
雇
用
の

創
出
に
つ
な
が
る
産
業
の
活
性

化
、
若
者
が
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
環
境
の
充
実
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
30

年
度
に
お
い
て
は
、
子

育
て
家
庭
を
支
援
す
る
施
策
と
し

て
、
学
校
給
食
費
の
無
料
化
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
保
育
料
の
軽

減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
と
健
康
寿
命
促
進
の
観
点
か

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
共
通
利
用
券

を
導
入
し
て
、
利
用
負
担
の
軽
減

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
民
間
企
業
に
よ
り
鉛
川

地
区
と
熊
石
大
谷
地
区
で
地
熱
発

電
に
向
け
た
調
査
が
進
め
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
昨
年
11

月
に
発
表
さ

れ
た
蓄
電
池
併
設
型
と
し
て
は
、

日
本
最
大
級
の
太
陽
光
発
電
所
建

設
が
、
5
月
か
ら
本
格
的
に
始
ま

り
ま
す
。
ま
た
、
畜
産
バ
イ
オ
ガ

ス
発
電
な
ど
、
環
境
に
や
さ
し
い

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を

促
進
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の

調
整
な
ど
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

八
雲
町
の
特
産
品
を
贈
呈
す
る

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
奨
励
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
度

は
前
年
度
を
上
回
る
寄
附
件
数
、

金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
返
礼
す

る
特
産
品
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努

め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
全
国

に
呼
び
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
は
、
医
療
の
充
実
が
何

よ
り
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

八
雲
総
合
病
院
は
、
中
央
棟
の

全
面
改
築
と
南
棟
、
東
棟
の
内
部

改
修
、
外
構
工
事
も
終
わ
り
、
昨

年
5
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
整
形
外
科
に
人
工
関
節

セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
患
者
数
も
大

幅
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
地
域

セ
ン
タ
ー
病
院
と
し
て
常
勤
医
の

確
保
に
努
め
、
地
域
住
民
を
は
じ

め
、
近
隣
町
の
期
待
と
信
頼
に
応

え
る
た
め
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

熊
石
国
保
病
院
は
、
医
師
2
名

体
制
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
熊
石
地
域
は
も
と
よ
り
、
近

隣
地
域
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
医
療

機
関
と
し
て
安
定
経
営
に
努
め
、

今
後
に
お
い
て
も
地
域
医
療
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
30

年
は
、
北
海
道
命
名

1
5
0
年
と
八
雲
町
第
2
期
総
合

計
画
ス
タ
ー
ト
と
記
念
す
べ
き
節

目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
目
指
す

べ
き
目
標
に
近
づ
く
た
め
に
は
多

く
の
困
難
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
町
民
と
議
会
、
行
政
が
互
い

に
知
恵
と
力
を
合
わ
せ
、
課
題
解

決
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
が
何
よ

り
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な

八
雲
町
実
現
の
た
め
、
議
員
な
ら

び
に
町
民
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

以
下
、
第
2
期
八
雲
町
総
合
計

画
の
基
本
目
標
ご
と
に
、
基
本
的

な
考
え
と
具
体
的
な
方
針
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

３
月
8
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
町
議

会
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
岩
村

町
長
が
、
平
成
30
年
度
の
町
政
執
行

方
針
と
予
算
編
成
概
要
を
述
べ
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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平成30年度

（
1
）
土
地
利
用
の
推
進

　

将
来
の
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
対
策
と
し
て
、
持
続
可
能
で
コ

ン
パ
ク
ト
な
市
街
地
形
成
と
都
市

機
能
の
誘
導
を
図
る
た
め
、
昨
年

に
引
き
続
き
立
地
適
正
化
計
画
の

策
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
、
平
成
42

年
度
北
海
道

新
幹
線
開
通
に
向
け
、
新
八
雲

（
仮
称
）
駅
周
辺
整
備
計
画
と
整

合
性
の
と
れ
た
都
市
計
画
区
域
の

拡
大
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

役
場
本
庁
舎
は
、
昭
和
36

年
に

建
設
さ
れ
築
50

年
以
上
が
経
過

し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
災

害
対
策
活
動
の
中
枢
拠
点
に
必
要

と
さ
れ
る
耐
震
性
能
を
満
た
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
役
場
庁
舎
移

転
改
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

（
2
）
自
然
環
境
の
保
全

　

豊
か
な
自
然
資
源
に
恵
ま
れ
た

ま
ち
と
し
て
自
然
環
境
を
保
全

し
、
適
切
な
森
林
の
整
備
と
野
生

生
物
の
保
護
・
活
用
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
保
護
、
公
害
防

止
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
平
成
29

年
度
に
改
訂

し
た
「
八
雲
町
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
（
事
務
事
業
編
）
」
で

定
め
た
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

削
減
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
状
況
を
適
切

に
把
握
し
、
省
エ
ネ
・
省
資
源
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ヒ
グ
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
有

害
鳥
獣
対
策
は
、
関
係
機
関
・
団

体
・
住
民
組
織
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
猟
友
会
の
協
力
の
も
と
総
合

的
か
つ
安
全
性
を
重
視
し
た
対
策

を
実
施
し
、
ハ
ン
タ
ー
後
継
者
の

育
成
に
対
す
る
支
援
も
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

（
3
）
市
街
地
お
よ
び

　
　
　
　
　
　

集
落
の
環
境
整
備

　

道
道
の
整
備
と
な
る
3
．
4
．
2

出
雲
通
街
路
整
備
事
業
は
、
平
成

30

年
度
に
第
二
期
工
事
の
認
可
を

受
け
事
業
着
手
と
な
り
ま
す
の

で
、
早
期
完
成
に
向
け
て
予
算
確

保
を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
営
住
宅
の
整
備
・
改
修
は
、

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
出
雲
町
Ｃ
団
地
5
棟
25

戸

の
建
替
建
設
に
向
け
た
基
本
・
実

施
設
計
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

空
家
等
対
策
は
、
危
険
な
建
物

と
判
断
さ
れ
た
特
定
空
家
の
解

体
・
撤
去
費
へ
の
補
助
制
度
、
子

育
て
世
帯
が
空
家
を
取
得
し
て
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
の
補
助
制
度

を
活
用
し
、
空
家
等
の
減
少
を
目

指
す
と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

航
空
自
衛
隊
基
地
は
、
地
域
経

済
へ
の
波
及
の
み
な
ら
ず
町
の
振

興
に
さ
ま
ざ
ま
な
関
わ
り
を
持
つ

と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る
支

援
活
動
な
ど
町
民
生
活
と
密
接
な

関
係
に
あ
り
ま
す
。
自
衛
隊
基
地

の
有
効
活
用
、
現
部
隊
の
維
持
と

新
た
な
部
隊
の
配
置
を
目
指
し
、

ま
た
、
防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業

の
拡
充
等
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

要
請
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

（
４
）
道
路
網
の
整
備

　

国
道
2
2
9
号
線
の
沿
岸
部
の

高
波
・
越
波
対
策
は
、
要
望
箇
所

の
早
急
な
整
備
と
、
国
道
5
号
お

よ
び
2
7
7
号
、
各
道
道
の
整
備

促
進
な
ど
、
引
き
続
き
関
係
機
関

へ
要
望
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年

度
に
着
工
し
た
八
雲
総
合
病
院
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
る
東
雲
幹

線
道
路
改
良
事
業
を
完
了
さ
せ
る

ほ
か
、
経
年
劣
化
や
凍
上
に
よ
り

舗
装
の
ひ
び
割
れ
や
隆
起
し
て
い

る
路
線
は
、
損
傷
度
合
や
交
通
量

を
考
慮
し
、
計
画
的
に
道
路
改
良

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
「
橋
梁
長

寿
命
化
修
繕
計
画
」
に
よ
り
、
効

率
的
な
修
繕
を
実
施
し
、
維
持
管

理
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
り
、
定
期

点
検
の
適
正
な
実
施
に
よ
り
安
全

性
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
５
）
交
通
体
系
の
整
備

　

北
海
道
新
幹
線
札
幌
開
業
に
向

け
た
普
及
・
啓
発
活
動
を
沿
線
自

治
体
、
各
期
成
会
お
よ
び
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
、

新
幹
線
建
設
工
事
の
円
滑
な
推
進

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

北
海
道
新
幹
線
新
八
雲
（
仮

称
）
駅
が
春
日
地
区
に
設
置
さ
れ

る
予
定
で
す
が
、
駅
周
辺
地
区
に

お
け
る
土
地
利
用
計
画
、
交
通
計

画
・
周
辺
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
含

め
た
整
備
基
本
計
画
の
策
定
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進

展
し
て
い
く
中
に
あ
っ
て
、
買
い

物
や
通
院
な
ど
の
移
動
手
段
の
確

保
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
八
雲
町
全
体
の
地
域
公
共
交

通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
を
含

め
、
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
6
）
上
・
下
水
道
の
整
備

　

水
道
事
業
は
、
「
八
雲
町
水
道

事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
安

全
で
良
質
な
水
道
水
を
安
定
的
に

供
給
し
続
け
て
い
く
た
め
に
、
老

朽
化
し
た
井
戸
や
配
水
管
の
更

新
・
施
設
の
延
命
化
を
図
る
た
め

の
修
繕
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
水
安

全
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

な
お
、
平
成
30

年
度
よ
り
八
雲

地
域
簡
易
水
道
事
業
と
上
水
道
事

業
を
統
合
し
、
よ
り
効
率
的
で
健

全
な
事
業
運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

下
水
道
事
業
は
、
八
雲
地
域
で

は
、
八
雲
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

長
寿
命
化
事
業
に
よ
り
、
平
成
30

年
度
は
水
処
理
施
設
機
械
設
備

の
更
新
を
行
い
ま
す
。
熊
石
地
域

で
は
、
鳴
神
地
区
の
管
渠
新
設
工

事
が
、
平
成
30

年
度
で
完
了
し
ま

す
。
今
後
の
整
備
は
人
口
動
態
や

費
用
対
効
果
を
検
討
し
、
適
正
な

施
設
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

落
部
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業

は
、
排
水
処
理
施
設
の
長
寿
命
化

を
図
る
た
め
に
必
要
な
調
査
、
計

画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
下
水
道
整
備
区
域
外
は
、
合

併
浄
化
槽
に
よ
る
水
洗
化
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

熊
石
地
域
簡
易
水
道
は
、
引
き

続
き
老
朽
管
更
新
の
た
め
の
配
水

管
布
設
替
工
事
・
相
沼
泊
川
地
区

浄
水
場
整
備
工
事
を
行
い
、
水
道

水
の
安
全
・
安
心
・
安
定
的
な
供

給
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

真
萩
ポ
ン
プ
場
は
、
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
き
、
前
年
度
に
引
き

続
き
電
気
計
装
設
備
の
更
新
を
行

い
、
そ
の
他
機
械
機
器
関
係
も
、

計
画
的
な
維
持
補
修
を
行
い
、
施

設
の
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

八
雲
の
自
然
と
調
和

す
る
安
心
・
安
全
な

都
市
基
盤
整
備

１
．
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（
7
）
ご
み
処
理
等
の
環
境
整
備

　

ご
み
を
資
源
と
し
て
活
用
す
る

「
ご
み
ゼ
ロ
社
会
」
の
実
現
は
長

年
の
課
題
・
究
極
的
な
目
標
で
あ

り
、
町
で
も
目
指
す
べ
き
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

 

平
成
30

年
度
か
ら
は
、
可
燃
ご

み
か
ら
固
形
燃
料
を
製
造
す
る

「
ご
み
固
形
燃
料
（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）
化

事
業
」
の
具
体
的
実
施
方
法
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
汚
水
・
し
尿
・

浄
化
槽
汚
泥
の
処
理
一
元
化
を
行

う
た
め
の
汚
水
処
理
施
設
共
同
整

備
事
業
（
ミ
ッ
ク
ス
事
業
）
は
、

平
成
30

年
度
よ
り
施
設
の
整
備
工

事
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
8
）
緑
化
・
環
境
美
化
の
推
進

　

年
間
70

万
人
以
上
の
来
園
が
あ

る
道
立
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

は
、
美
し
さ
・
楽
し
さ
・
安
全
を

三
本
柱
に
、
自
主
イ
ベ
ン
ト
の
充

実
を
図
り
、
管
理
運
営
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

町
内
各
公
園
は
、
引
き
続
き
町

内
会
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
が
い
つ
で
も
安
全
に
遊

べ
る
よ
う
、
遊
具
な
ど
の
点
検
を

定
期
的
に
行
い
、
適
正
な
維
持
管

理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
9
）
防
犯
・
交
通
安
全
の
推
進

　

地
域
住
民
の
安
全
、
安
心
を
守

る
町
所
有
の
施
設
や
公
園
、
学
校

敷
地
内
の
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進

め
、
維
持
管
理
の
軽
減
と
地
球
温

暖
化
対
策
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
住
民
が
、
犯
罪
や
交
通
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
防

犯
協
会
や
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
・
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
化

し
、
近
年
の
犯
罪
傾
向
を
考
慮
し

た
啓
発
活
動
や
各
種
運
動
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
代
表
さ
れ
る

特
殊
詐
欺
や
、
悪
質
商
法
で
の
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
複
雑
で
高
度

化
す
る
中
、
広
域
化
に
よ
る
消
費

生
活
相
談
体
制
な
ど
を
継
続
し
、

住
民
へ
の
き
め
細
や
か
な
情
報
提

供
や
学
習
機
会
の
充
実
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

（
10
）
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

　

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
発
生
時
で
の

消
防
力
の
強
化
を
拡
充
す
る
た

め
、
地
域
で
活
躍
す
る
消
防
団
員

の
確
保
、
安
全
装
備
品
や
消
防
水

利
の
整
備
、
老
朽
化
し
た
消
防
車

両
・
格
納
所
の
整
備
、
熊
石
地
域

の
消
防
無
線
不
感
地
帯
の
解
消
を

計
画
的
・
効
果
的
に
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

救
急
救
助
の
強
化
・
充
実
を
図

る
た
め
、
救
急
車
両
の
更
新
・
救

助
資
器
材
等
の
計
画
的
な
整
備
、

高
度
な
知
識
・
技
術
・
判
断
力
や

さ
ら
な
る
意
識
の
高
揚
を
得
る
た

め
の
研
修
会
や
講
習
会
へ
の
参

加
、
さ
ら
に
常
に
最
新
の
消
防
・

救
急
、
防
災
対
策
に
つ
い
て
上
部

教
育
機
関
で
の
受
講
な
ど
、
職
員

の
再
教
育
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

火
災
予
防
な
ど
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
避
難
体
制
の
あ
り
方
や
高

齢
者
に
分
か
り
や
す
い
防
火
対
策

な
ど
を
講
習
会
や
防
火
訪
問
等
に

よ
り
、
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

（
11
）
防
災
体
制
の
強
化

　

地
域
防
災
計
画
な
ど
諸
計
画
の

見
直
し
や
策
定
を
行
い
、
地
域
ご

と
の
避
難
訓
練
な
ど
の
実
施
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
備
蓄
計
画
を
見

直
し
、
必
要
性
の
高
い
物
資
の
備

蓄
を
進
め
て
各
種
災
害
協
定
の
締

結
を
推
進
し
、
緊
急
時
対
応
の
整

備
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

熊
石
地
域
は
、
閉
校
施
設
を
含

め
、
学
校
施
設
全
て
が
避
難
所
に

指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
況
施

設
の
状
況
を
把
握
し
、
災
害
時
に

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
、
維
持
管

理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

更
新
整
備
が
平
成
29

年
度
で
完
了

し
、
さ
ら
な
る
安
心
・
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
引
き
続
き
北

海
道
立
総
合
研
究
機
構
と
連
携
・

協
力
し
、
防
災
力
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

（
1
）
農
林
業
の
振
興

　

農
業
の
持
続
的
な
発
展
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
社
会
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
た
「
足
腰
の
強
い
産
業
」

に
育
て
る
た
め
の
政
策
と
、
農

業
・
農
村
が
有
す
る
多
面
的
機
能

維
持
に
関
す
る
政
策
を
柱
に
、
国

や
北
海
道
の
制
度
を
積
極
的
に
活

用
し
な
が
ら
、
生
産
者
や
関
係
機

関
、
団
体
が
一
体
と
な
り
、
地
域

課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
農
地
の
集

積
を
図
り
、
農
業
基
盤
整
備
、
新

規
就
農
者
や
協
業
型
法
人
な
ど
多

様
な
担
い
手
の
育
成
確
保
、
個
別

経
営
体
の
生
産
の
拡
大
・
所
得
増

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
、

農
作
業
受
託
組
織
な
ど
の
経
営
基

盤
確
立
の
支
援
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
に
配
慮
し
た
家
畜

ふ
ん
尿
処
理
対
策
の
計
画
調
査
、

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
有
効
利
用
検

討
、
家
畜
衛
生
対
策
の
強
化
、
新

規
農
作
物
の
導
入
・
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
の
継
続
、
都
市
と
農

村
の
交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た
地

域
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
消

費
の
拡
大
対
策
な
ど
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

林
業
は
、
民
有
林
や
町
有
林
の

適
正
管
理
に
努
め
、
森
林
認
証
制

度
の
活
用
、
森
林
へ
の
理
解
を
深

め
る
木
育
活
動
な
ど
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
公
共
建
築
物

な
ど
へ
の
地
域
材
利
用
の
拡
大
、

林
業
施
業
の
集
約
化
、
機
械
化
を

通
じ
た
効
率
的
な
森
林
整
備
、
生

産
基
盤
と
し
て
の
路
網
整
備
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

八
雲
の
豊
か
な
資
源

を
活
用
し
た
産
業
振

興

2
．

平成30年度

広報 ���  4月号　4



平成30年度

（
2
）
水
産
業
の
振
興

　

主
力
で
あ
る
ホ
タ
テ
養
殖
漁
業

が
、
稚
貝
の
生
育
不
良
や
大
量
へ

い
死
の
発
生
、
度
重
な
る
台
風
被

害
に
見
舞
わ
れ
、
大
幅
な
減
産
と

な
り
、
堅
調
に
推
移
し
て
い
た
中

国
な
ど
へ
の
輸
出
も
動
き
が
鈍

く
、
出
荷
最
盛
期
を
む
か
え
価
格

に
も
影
響
が
表
れ
る
な
ど
、
一
層

厳
し
い
経
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
船
漁
業
で
は
海
洋
環

境
の
変
動
に
よ
り
、
イ
カ
や
ス
ケ

ト
ウ
ダ
ラ
の
不
漁
、
秋
サ
ケ
は
価

格
面
で
好
調
で
し
た
が
漁
獲
量
は

低
迷
し
、
大
変
厳
し
い
状
況
で

す
。
こ
う
し
た
中
で
、
地
先
・
秋

サ
ケ
な
ど
の
回
遊
資
源
の
回
復
や

生
産
増
大
に
向
け
た
取
り
組
み
が

重
要
で
あ
り
、
関
係
団
体
と
連
携

し
て
、
安
定
生
産
に
向
け
た
資
源

づ
く
り
、
漁
場
造
成
・
資
源
管
理

を
進
め
、
海
洋
環
境
の
変
化
や
ザ

ラ
ボ
ヤ
な
ど
有
害
生
物
へ
の
対
策

や
生
育
阻
害
要
因
の
原
因
究
明
な

ど
、
引
き
続
き
関
係
機
関
へ
要
請

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
、
台
風
・
低
気

圧
災
害
等
に
対
す
る
防
災
・
減
災

対
策
な
ど
災
害
に
強
い
漁
業
地
域

を
つ
く
り
、
安
定
的
で
持
続
可
能

な
漁
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

熊
石
地
域
で
は
、
北
海
道
大
学

水
産
学
部
と
共
同
で
海
洋
深
層
水

を
活
用
し
た
研
究
事
業
に
取
り
組

み
、
水
産
業
・
地
域
の
活
性
化
の

た
め
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

水
産
物
の
消
費
流
通
対
策
で

は
、
産
地
と
し
て
消
費
者
に
安

全
・
安
心
な
水
産
物
の
供
給
を
最

優
先
に
、
漁
業
者
が
主
体
と
な
り

消
費
拡
大
に
向
け
た
愛
食
運
動
の

展
開
や
6
次
産
業
化
に
つ
い
て
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
担
い
手
や
漁
業
就
労
者

対
策
、
水
産
加
工
業
の
振
興
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
で
支
援
し
、
漁

港
整
備
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

老
朽
化
対
策
に
加
え
、
防
災
・
防

犯
・
衛
生
面
な
ど
機
能
向
上
に
向

け
て
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

（
3
）
商
工
業
の
振
興

　

八
雲
町
の
商
工
業
者
の
大
多
数

が
小
規
模
事
業
者
で
す
が
、
地
域

経
済
の
担
い
手
と
し
て
、
非
常
に

大
き
な
存
在
で
す
。

　

一
方
、
将
来
を
見
据
え
る
と
、

事
業
所
や
就
業
者
数
、
生
産
規
模

の
維
持
に
つ
い
て
、
非
常
に
厳
し

い
状
況
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
態
に
対
応
す
る
た
め
、
既

存
事
業
者
の
円
滑
な
事
業
承
継

や
、
新
た
な
事
業
活
動
の
展
開
な

ど
多
面
的
な
取
り
組
み
を
促
す
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
八

雲
町
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
の
あ

る
町
外
企
業
と
の
連
携
促
進
、
町

内
外
か
ら
の
設
備
投
資
、
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
総
合

的
支
援
施
策
を
、
商
工
会
な
ど
産

業
・
経
済
団
体
と
と
も
に
検
討

し
、
具
体
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

熊
石
地
域
で
展
開
す
る
海
洋
深

層
水
事
業
は
、
新
た
な
事
業
展
開

を
模
索
し
、
引
き
続
き
企
業
誘
致

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
4
）
観
光
の
振
興

　

八
雲
町
の
経
済
基
盤
を
支
え
る

た
め
に
は
、
他
地
域
と
は
異
な
る

「
価
値
」
の
提
供
に
よ
り
域
際
収

支
の
改
善
が
重
要
で
す
。

　

「
観
光
」
や
「
食
」
を
中
心
と

し
た
「
物
産
」
は
、
八
雲
の
地
域

特
性
を
比
較
的
表
し
や
す
く
、
ま

た
、
外
貨
獲
得
に
直
結
し
や
す
い

分
野
で
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
た
観

光
や
物
産
振
興
の
手
法
を
、
さ
ら

に
見
直
し
、
3
年
前
か
ら
開
始
し

た
近
隣
4
町
連
携
の
取
り
組
み

も
、
よ
り
経
済
施
策
と
し
て
進
め

れ
る
よ
う
工
夫
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

熊
石
地
域
で
は
、
道
南
休
養
村

を
中
心
に
、
観
光
客
等
・
交
流
人

口
の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
5
）
雇
用
の
創
出
と

雇
用
環
境
の
向
上

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
加

速
す
る
中
、
八
雲
町
に
お
け
る
産

業
の
担
い
手
不
足
、
町
外
へ
の
労

働
力
の
流
出
が
大
き
な
課
題
で
す
。

こ
の
課
題
を
各
産
業
の
課
題
と
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
産
業
・
経
済

団
体
と
町
が
一
丸
と
な
り
、
新
た

な
視
点
に
よ
る
総
合
的
な
解
決
策

を
作
り
出
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
産
業
人
材
の
町
外
へ

の
流
出
を
防
ぎ
、
町
外
か
ら
の
産

業
人
材
を
獲
得
す
る
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
根
差
し
た
既
存

企
業
、
地
域
産
業
の
発
展
に
資
す

る
新
規
事
業
な
ど
に
対
す
る
支
援

に
よ
り
、
雇
用
の
創
出
や
雇
用
環

境
の
向
上
に
、
産
業
振
興
の
面
か

ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
6
）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

　

活
用
し
た
産
業
の
振
興

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
地

球
環
境
の
保
全
、
産
業
の
振
興
や

住
民
福
祉
の
向
上
に
お
い
て
有
効

な
地
域
資
源
で
す
。
町
で
は
「
八

雲
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

促
進
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
平
成
28

年
度

に
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
導

入
を
進
め
る
中
で
、
産
業
コ
ス
ト

の
低
減
、
熱
利
用
な
ど
に
よ
る
新

産
業
の
創
出
な
ど
に
結
び
付
け
、

適
正
な
設
備
導
入
の
在
り
方
や
、

立
地
企
業
に
よ
る
地
域
貢
献
の
具

体
化
に
向
け
た
調
整
な
ど
の
検
討

も
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
1
）
健
康
づ
く
り
の
促
進

　

地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

町
民
の
健
康
意
識
の
高
揚
と
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
の
知
識

の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
町
民
が
自
分
の
健
康
状

態
に
関
心
を
持
ち
、
疾
病
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
・
改
善
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
各
種
健
（
検
）
診
受
診

率
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検

診
は
、
受
診
率
向
上
を
目
的
に
一

定
年
齢
の
対
象
者
へ
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
の
配
布
や
集
団
・
個
別
検
診

を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　

乳
幼
児
の
予
防
接
種
は
、
子
ど

も
の
体
調
に
無
理
な
く
、
ま
た
適

切
な
期
間
に
接
種
を
完
了
で
き
る

よ
う
、
平
成
30

年
度
か
ら
一
部
の

ワ
ク
チ
ン
を
個
別
接
種
化
し
、
よ

り
安
全
な
予
防
接
種
体
制
を
確
保

し
て
い
き
ま
す
。

誰
も
が
い
き
い
き
暮

ら
せ
る
健
康
・
医
療

・
福
祉
の
推
進

3
．
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（
2
）
医
療
体
制
の
充
実

　

八
雲
総
合
病
院
は
、
平
成
25

年

度
か
ら
の
改
築
工
事
が
終
了
し
、

昨
年
5
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
現
在
の
病
院
経
営

は
、
医
師
な
ど
医
療
従
事
者
の
地

域
偏
在
が
著
し
く
、
マ
ン
パ
ワ
ー

の
不
足
、
医
療
圏
人
口
の
減
少
な

ど
が
相
ま
り
厳
し
い
環
境
が
続
い

て
い
ま
す
。
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
持
続
可
能
な
経
営
を
図
る
た

め
、
引
き
続
き
、
医
師
の
確
保
と

診
療
体
制
の
整
備
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
で
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
病

病
、
病
診
、
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
機
関
と
の
連
携
を
強
め
る
た
め

地
域
医
療
連
携
室
の
新
設
や
、
経

営
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り

医
療
の
質
と
収
入
の
向
上
、
経
営

の
見
え
る
化
を
進
め
、
町
民
に
愛

さ
れ
信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

熊
石
国
保
病
院
は
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
医
療
の
提
供

を
受
け
ら
れ
る
「
か
か
り
つ
け
病

院
」
と
し
て
、
高
齢
化
す
る
地
域

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
医
療

サ
ー
ビ
ス
や
救
急
医
療
体
制
の
充

実
を
図
り
、
病
院
経
営
の
健
全
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
3
）
地
域
福
祉
の
促
進

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ

ま
で
も
安
心
し
健
や
か
に
暮
ら
す

た
め
、
お
互
い
を
思
い
や
り
、
支

え
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

各
町
内
会
や
民
生
委
員
協
議
会

等
関
係
団
体
と
連
携
し
、
地
域
の

人
々
の
結
び
つ
き
を
深
め
る
た
め

の
声
掛
け
や
見
守
り
活
動
な
ど
が

推
進
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
を
図
り
、
引
き
続
き
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
支
援
や
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
人
材

確
保
へ
の
支
援
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

（
4
）
高
齢
者
福
祉
の
推
進

　

八
雲
町
の
高
齢
化
率
は
32

％
を

超
え
、
今
後
も
高
齢
化
は
進
ん
で

い
く
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
29

年
度
に
「
八
雲
町
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
第
7
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」
を
策
定
し
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も

安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
地
域
社
会
を
目
指
し
、
八

雲
町
ら
し
い
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
深
化
・
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
が
元
気
で
暮
ら
し
て
い

く
た
め
の
介
護
予
防
対
策
と
し

て
、
運
動
に
よ
る
身
体
機
能
の
向

上
な
ど
に
重
点
を
置
い
た
事
業
を

推
進
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
職
な
ど
を
活
用
し
た
自
立
支

援
・
重
度
化
防
止
に
資
す
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
単
身
世
帯
で
支
援
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
が
増
え
て
お

り
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
平
成
30

年
度
か
ら
は

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
生
活
支
援
の
担
い
手
の

発
掘
や
地
域
資
源
の
開
発
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
化
の
進
行
に
伴

う
認
知
症
高
齢
者
の
一
層
の
増
加

に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
29

年
度

よ
り
開
始
し
た
認
知
症
初
期
集
中

支
援
推
進
事
業
の
本
格
運
用
を
図

り
、
認
知
症
の
早
期
診
断
・
早
期

対
応
に
向
け
、
医
療
と
の
連
携
を

強
化
し
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
30

年
度
よ
り
高
齢
者
に
対

し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
共
通
利
用

券
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成

し
、
年
間
を
通
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
推
進
し
、
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
・
体
力
の
向
上
を
促
進
し
て

い
き
ま
す
。

（
5
）
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

 

強
化

　

平
成
30

年
度
は
、
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
4
年
目
と
な
り
、
引

き
続
き
計
画
に
基
づ
き
子
育
て
支

援
事
業
を
展
開
し
、
次
期
計
画

（
平
成
32

〜
36

年
度
）
策
定
に
向

け
準
備
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
に
関
す
る
相
談
、
地
域
に

出
向
い
た
活
動
や
未
就
学
児
の
一

時
預
か
り
事
業
の
ほ
か
、
子
育
て

サ
ー
ク
ル
の
育
成
・
交
流
な
ど
を

通
し
子
育
て
支
援
の
充
実
に
努

め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
協
力
に

よ
り
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど

の
子
ど
も
・
若
者
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
発
達
の
遅
れ
や
障
が
い
の
あ

る
児
童
と
そ
の
家
族
へ
の
支
援
の

た
め
、
発
達
相
談
や
療
育
事
業
の

支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
、
関
係

機
関
と
連
携
協
力
し
な
が
ら
適
切

な
支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
「
育
ち
と
学
び
の
応
援
フ
ァ

イ
ル
│
カ
ラ
フ
ル
」
の
活
用
を
推

進
し
、
児
童
の
成
長
に
あ
わ
せ
て

継
続
し
た
支
援
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

児
童
虐
待
は
、
早
期
発
見
・
早

期
対
応
に
努
め
、
児
童
相
談
所
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
、
児
童
の
安
全
を
確
保

し
、
児
童
が
健
全
に
育
成
さ
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

熊
石
地
域
の
保
育
園
運
営
は
、

保
護
者
な
ど
と
の
情
報
共
有
し
議

論
を
深
め
、
引
き
続
き
具
体
的
な

統
合
に
向
け
た
協
議
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
認
可
保
育
園
、
幼
稚
園
の
利

用
者
負
担
金
の
軽
減
を
図
り
、
引

き
続
き
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
支
援
策
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

（
6
）
障
が
い
者
福
祉
の
推
進

　

第
3
次
八
雲
町
障
害
者
計
画
の

基
本
理
念
は
、
「
差
別
や
偏
見
が

な
く
だ
れ
も
が
平
等
に
共
に
生
き

る
ま
ち
」
「
安
全
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
」

「
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
成

長
で
き
る
ま
ち
」
の
3
つ
を
掲
げ

て
お
り
、
障
が
い
者
が
地
域
で
自

立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

地
域
生
活
支
援
事
業
の
充
実
お
よ

び
利
用
の
促
進
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
経
済
的

自
立
・
社
会
参
加
の
促
進
の
観
点

か
ら
就
労
支
援
を
推
進
す
る
た

め
、
就
労
支
援
事
業
所
な
ど
の
関

係
機
関
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
障
が
い
者
に
対
す
る
差

別
や
偏
見
の
な
い
ま
ち
を
目
指

し
、
虐
待
の
防
止
・
早
期
発
見
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
加
え
て
、
あ

ら
ゆ
る
支
援
の
基
本
と
な
る
相
談

支
援
は
、
重
要
な
取
り
組
み
で
あ

り
、
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

平成30年度
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平成30年度

　

変
化
が
激
し
く
多
様
化
が
進
む

現
在
の
社
会
で
は
、
自
立
し
て
生

き
る
力
を
高
め
、
お
互
い
を
思
い

や
り
、
と
も
に
支
え
合
う
こ
と
が

で
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
社
会
で
活
躍
し
、
輝

き
続
け
る
子
ど
も
た
ち
を
育
む
教

育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、
八
雲

町
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

「
八
雲
町
教
育
目
標
」
を
共
通
理

念
と
し
、
平
成
30

年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
「
第
2
期
八
雲
町
総

合
計
画
」
に
基
づ
き
、
教
育
委
員

会
と
の
密
接
な
連
携
に
よ
り
学
校

教
育
・
社
会
教
育
の
質
の
向
上
を

図
り
、
生
涯
学
習
の
一
層
の
充
実

を
目
指
し
、
八
雲
町
教
育
の
振
興

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
1
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と

交
流
の
促
進

　

町
内
会
組
織
等
は
、
八
雲
町
自

治
基
本
条
例
に
基
づ
く
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
中

核
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
を
通
じ
て
、
町

内
会
と
行
政
が
連
携
し
活
動
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
展
す
る
中
、
移

住
・
定
住
に
向
け
た
取
り
組
み
は

全
国
的
に
盛
ん
で
あ
り
、
引
き
続

き
、
町
民
や
関
係
機
関
と
の
連

携
・
協
力
の
も
と
、
町
の
魅
力
を

発
信
し
、
若
い
世
代
の
定
住
に
つ

な
げ
る
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
都
市
住
民
を
受
け
入

れ
、
一
定
期
間
地
域
協
力
活
動
に

従
事
し
て
も
ら
い
、
定
住
・
定
着

を
図
る
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
」
を
引
き
続
き
委
嘱
し
て
、
地

域
の
活
性
化
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
大
学
の
知
恵
と
学
生
の
活
力

を
活
か
し
、
住
民
と
と
も
に
地
域

の
課
題
解
決
や
活
性
化
を
図
る
域

学
連
携
は
、
現
在
、
札
幌
大
谷
大

学
、
北
里
大
学
、
日
本
大
学
と
連

携
し
て
お
り
、
今
後
は
、
上
智
大

学
、
北
海
道
大
学
と
連
携
協
定
の

締
結
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
相
互
の
メ
リ
ッ
ト
を
探
り
な
が

ら
、
学
術
機
関
と
の
連
携
、
交
流

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
2
）
住
民
参
画
の
推
進

　

町
民
主
体
の
自
治
を
実
現
す
る

目
的
で
制
定
し
た
「
八
雲
町
自
治

基
本
条
例
」
の
理
念
と
制
度
を
町

政
運
営
に
し
っ
か
り
と
浸
透
さ

せ
、
情
報
共
有
と
町
民
参
加
を
柱

と
し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
協
働
に
対
す
る
意
識
の

向
上
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
浸

透
さ
せ
る
た
め
、
引
き
続
き
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
」

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
活
動
団
体
の
連
携
強
化
を

支
援
す
る
取
り
組
み
を
引
き
続
き

進
め
、
一
人
ひ
と
り
の
町
民
が
大

切
に
さ
れ
る
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
基
本
と
し
た
、
第
2
次
八
雲
町

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
具
体
的

な
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
3
）
情
報
・
広
報
体
制
の
充
実

　

今
後
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な

ど
の
普
及
に
続
き
、
全
て
の
モ
ノ

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ

情
報
交
換
さ
れ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
の
時
代
を

迎
え
、
そ
の
基
礎
と
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
は
、
よ
り
身

近
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
、
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
に
次
ぐ
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
と
位
置
づ
け
、
引
き
続
き

関
係
機
関
等
と
連
携
を
図
り
つ

つ
、
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
町
民
と
の
情
報
共
有
に

努
め
て
き
ま
し
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

進
化
を
背
景
と
し
て
、
日
々
変
化

八
雲
の
自
立
を
実
現

す
る
協
働
と
行
財
政

運
営

５
．

す
る
情
報
発
信
の
在
り
方
に
適
切

に
対
応
す
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
機
能

性
や
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
情

報
共
有
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
町
民
と
ま
ち
づ
く
り

に
関
し
て
意
見
交
換
し
、
意
見
や

提
言
を
得
る
機
会
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

（
4
）
行
財
政
の
強
化

　

行
財
政
経
営
は
、
「
協
働
」
と

「
改
革
」
を
主
軸
に
、
町
民
と
行

政
と
の
情
報
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
運
営
に
努
め
、
将
来

に
向
け
持
続
可
能
な
行
政
経
営
に

向
け
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

効
率
的
で
持
続
可
能
な
行
財
政

を
確
立
す
る
た
め
、
八
雲
町
行
財

政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
事
務
事
業

の
見
直
し
な
ど
を
引
き
続
き
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
公
共

施
設
の
配
置
な
ど
の
在
り
方
を
示

し
た
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
基
本
方
針
に
基
づ
く
実
施
計
画

を
策
定
し
、
公
共
施
設
な
ど
の
管

理
・
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
に
向
け
て
策

定
し
た
「
八
雲
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
3
つ

の
基
本
目
標
の
達
成
に
向
け
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
着

実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
奨
励
事

業
は
、
魅
力
あ
る
特
産
品
の
品
揃

え
に
よ
り
、
目
標
を
大
幅
に
上
回

り
好
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
事

業
の
趣
旨
や
内
容
な
ど
明
確
に
募

集
を
検
討
し
、
引
き
続
き
八
雲
町

の
P
R
と
町
内
経
済
の
活
性
化
、

財
源
確
保
の
観
点
か
ら
、
全
国
に

向
け
発
信
し
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
全
体
的
な
若
返

り
に
伴
い
、
人
材
育
成
の
必
要
性

が
よ
り
高
ま
っ
て
お
り
、
職
員
研

修
を
充
実
し
、
組
織
の
活
性
化
を

図
り
つ
つ
、
職
員
の
資
質
・
能
力

向
上
に
努
め
ま
す
。

（
5
）
広
域
行
政
の
推
進

　

町
で
は
、
長
万
部
町
、
今
金

町
、
せ
た
な
町
と
連
携
協
定
を
締

結
し
北
渡
島
檜
山
4
町
地
域
連
携

事
業
を
中
心
に
、
圏
域
で
の
相
互

補
完
と
役
割
分
担
に
よ
る
連
携
を

推
進
し
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、

道
南
北
部
の
中
心
的
な
自
治
体
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
函
館
市
を
中
心
市
と

し
て
渡
島
檜
山
全
市
町
で
南
北
海

道
定
住
自
立
圏
を
形
成
し
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
運
行
な
ど
の
連
携
し

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
平

成
30

年
度
は
、
次
期
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
年
度
で
あ
り
、
圏
域
に

必
要
な
機
能
を
確
保
す
る
た
め
の

施
策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
連
携

を
図
り
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
築
く
教

育
の
充
実
と
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

4
．
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歳入総額
138億

3，700万円
（100％）

 の予算
一般会計138億3,700万円

町民１人当たり

816，535円

　

新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
地
方
の
厳
し
い
経
済
情
勢
や
、

国
の
地
方
財
政
対
策
を
踏
ま
え
、
こ

れ
ま
で
の
財
政
健
全
化
路
線
を
堅
持

し
つ
つ
、
新
た
に
策
定
し
た
町
総
合

計
画
の
着
実
な
実
現
に
向
け
そ
の
具

体
化
を
図
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
平
成
30
年
度
は
、
汚
水
処

理
施
設
共
同
整
備
事
業
の
ほ
か
、
中

山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
、
熊
石
地

域
水
産
試
験
研
究
推
進
事
業
、
子
育

て
支
援
事
業
の
拡
充
な
ど
を
予
算
措

置
し
、
強
い
産
業
構
造
と
安
全
で
安

心
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
、
特
別
会

計
お
よ
び
企
業
会
計
を
含
め
た
予
算

総
額
は
、
2
8
0
億
3
，
2
4
2
万

2
千
円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算

額
と
比
較
し
、
7
，
7
2
4
万
5
千

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
編
成
の
概
要

一般会計歳入

町税
17億1，530万円

（１2.4％）

地方交付税
51億5,185万円（37．2％）

分担金及び負担金
6,083万円（０．4％）

使用料及び手数料
2億3，926万円（1．7％）

財産収入
5,280万円（０．4％）

繰越金
１，０００万円（０．１％）

諸収入
4億1,308万円

（3．0％）

国庫支出金
7億8,189万円

（5.6％）

道支出金
6億526万円

（4.4％）

町債
7億6,960万円

（5．6％）

その他収入
5億4,290万円（3．9％）

繰入金
22億9,423万円

（16.6％）

依存財源合計
78億5,150万円

（56.7％）

自主財源合計
59億8,550万円

（43.3％）

寄附金
12億0，000万円

（8．7％）

一般会計歳出
予備費
６００万円（０．1％）

議会費
7，851万円（０．6％）

総務費
27億8,802万円

（20.1％）

衛生費
23億9,076万円

（１7．3％）

労働費
6，601万円（０．5％）農林水産業費 5億754万円（3.7％）

商工費 2億9,976万円（2.1％）

消防費
1億5,129万円

（1．1％）

教育費
6億6,568万円

（4.8％）

災害復旧費
843万円

（０．1％）

公債費
13億9,160万円

（10.0％）

諸支出金
2,031万円

（０．1％）

職員費
20億217万円
（１4.5％）

民生費
21億4,746万円

（１5.5％）

土木費
13億1,346万円（9.5％）

■一般会計

　町の会計の中心になるのが、一

般会計です。行政運営の基本的な

経費のすべてを計上したもので、

町行政の目的を達成するために

必要な経費を経理する会計です。

行政サービスのほとんどが、一般

会計でまかなわれています。

■特別会計

　特別会計は、町が特定の事業を

行う場合や特定の収入を特定の

支出に充て一般の歳入と区分し

て経理する必要がある場合など、

一般会計とわけて設置される会

計のことです。

■企業会計

　企業会計は、独立採算性を原則

とする企業的色彩の強い事業を

行う場合に設置される会計で、公

共の福祉を目的とするとともに

企業の経済性も求められます。

広報 ���  4月号　8

歳出総額
138億

3，700万円
（100％）



町民１人当たりが納める税金は

101,222円
※一般会計予算額を平成30年2月末の住民基本台帳人口16，946人で割った額です。

町民１人当たりに使われるお金は

816,535円

●町民1人当たりの収入と支出 （平成30年度一般会計予算）

町民税

町たばこ税 入湯税他

固定資産税 軽自動車税 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費

土木費 教育費 公債費 職員費 その他

47,559円

9,351円 217円

41,935円 2,160円 164,524円 126,724円 141,081円 29,951円 17,689円

77,508円 39,282円 82,120円 118,150円 19,506円

平成30年度会計別予算 （単位：万円）

まちづくり 
予算概要平成30年度

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

熊 石 地 域 簡 易 水 道

下 水 道

農 業 集 落 排 水

小 計

病 院

水 道

小 計

1,383,700

300,432

21,709

191,486

14,448

85,681

5,521

619,277

739,945

60,320

800,265

2,803,242

1,387,000

317,980

20,308

186,178

21,146

76,989

4,583

627,184

712,094

69,239

781,333

2,795,517

▲ 3,300

▲ 17,548

1,401

5,308

▲ 6,698

8,692

938

▲ 7,907

27,851

▲ 8,919

18,932

7,725

▲ 0.2

▲ 5.5

6.9

2.9

▲ 31.7

11.3

20.5

▲ 1.3

3.9

▲ 12.9

2.4

0.3

一　　　般　　　会　　　計

合　　　　　　　　計

会　　　計　　　別
平成30年度
予算額

平成２9年度
予算額

増　減　額 増減率（％）

特　

別　

会　

計

企業会計

基金（貯金）の残高（一般会計）
平成26年度 平成27年度

58億2,577万円

平成28年度

64億8,767万円

平成29度（見込）

69億6,772万円

地方債（借金）の残高（一般会計）
平成26年度 平成27年度

128億7,542万円

平成28年度

131億9,882万円

平成29年度（見込）

133億4,566万円 131億8,521万円

平成30年度（見込）

126億6,087万円

78億9,022万円

平成30年度（見込）

71億5,572万円
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冬期福祉手当給付事業 205万円

福祉タクシー助成事業 505万円

高齢者等入浴料助成事業 515万円

寝たきり老人等在宅介護支援事業 7万円

緊急通報体制等整備事業 226万円

高齢者等生活支援事業 429万円

高齢者スポーツ施設利用助成事業 78万円

介護サービス利用者負担軽減事業 706万円

子育て世帯支援事業（保育料軽減） 5,281万円

子ども・子育て支援事業計画策定事業 208万円

放課後児童健全育成事業 3,405万円

子育て支援センター運営事業 1,277万円

子ども発達支援センター運営事業 387万円

中山間地域等直接支払事業 914万円

経営所得安定対策事業 1,280万円

畜産振興事業（北里八雲牛生産拡大支援事業） 106万円

地域バイオマス産業化推進事業 484万円

基幹農道整備事業 788万円

多面的機能支払交付金事業 2,047万円

中山間地域総合整備事業 10,073万円

有害駆除対策事業 559万円

狩猟免許等取得費補助金 162万円

未来につなぐ森づくり推進事業 2,564万円

民有林造林推進事業 263万円

森林管理道常丹線開設事業 3,000万円

町有林一般造林事業 3,537万円

町有林自力造林事業 952万円

町有林森林認証取得事業 89万円

ホタテ貝養殖漁業経営安定対策事業 6,000万円

やくも大漁秋味まつり補助金 100万円

漁港整備事業 507万円

沿岸漁業経営改善調査研究事業 470万円

ホタテ養殖施設減災対策事業 2,632万円

日本海ニシン栽培漁業定着事業 130万円

ひやま地域サケ増殖事業 120万円

檜山さけ・ます増殖対策事業 74万円

檜山ナマコ栽培漁業定着事業 500万円

ナマコ増養殖事業 274万円

ウニ深浅移植事業 102万円

熊石地域水産試験研究推進事業 554万円

熊石地域ホタテ養殖試験事業 25万円

海洋深層水養殖試験事業 842万円

中小企業育成資金貸付金 16,300万円

再生可能エネルギー導入促進事業 186万円

八雲観光物産協会補助金 215万円

熊石あわびの里フェスティバル補助金 250万円

持続可能な成長を目指した観光振興事業 192万円

地域おこし協力隊配置事業 3,837万円

北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備基本計画策定事業 1,086万円

域学連携推進事業 564万円

北渡島檜山4町地域連携推進事業 171万円

落部公園つつじ祭り補助金 230万円

落部町民センター改修事業 8,376万円

地域会館整備事業 74万円

コミュニティ助成事業 638万円

ふるさと応援寄附金奨励事業 218,353万円

LED街路灯整備事業 5,835万円

災害備蓄品整備事業 99万円

全国瞬時警報システム整備事業 447万円

ホームページ再構築事業 889万円

道南ドクターヘリ運航事業 243万円

高齢者等インフルエンザ予防接種事業 335万円

町民ドック事業 422万円

脳検診事業 69万円

健康増進事業 1,776万円

がん検診推進事業 31万円

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種事業 177万円

浄化槽設置整備事業 1,415万円

病院事業繰出金 106,961万円

国民健康保険事業会計操出金（経営基盤安定分） 27,564万円

消防自動車整備事業 2,507万円

消防通信施設等整備更新事業 1,252万円

空家等対策事業 1,090万円

道路・側溝等維持改修事業 2,370万円

除雪機械整備事業 3,069万円

道路改良事業 6,500万円

大新線舗装改良事業 3,957万円

東雲幹線道路改良事業 3,800万円

道路橋長寿命化事業 12,000万円

立地適正化計画策定事業 615万円

都市計画区域変更調査事業 428万円

道立噴火湾パノラマパーク管理運営事業 3,960万円

あかしや保育園跡地公園整備事業 1,628万円

真萩ポンプ場改修事業 5,071万円

町営住宅建設事業 5,684万円

衛　生　費 23億9,076万円

商　工　費 2億9,976万円

土　木　費 13億1,346万円

総　務　費 27億8,802万円 民　生　費 21億4,746万円

農林水産業費 5億754万円

消　防　費 1億5,129万円
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小中一貫コミュニティースクール導入事業 27万円

地域高校就学支援事業 455万円

外国語指導助手（ALT）配置事業 1,112万円

教員住宅解体事業 1,385万円

教員住宅浴室改修事業 659万円

熊石小学校トイレ改修事業 1,757万円

小牧市・八雲町児童学習交流事業 205万円

八雲山車行列補助金 245万円

八雲さむいべや祭り補助金 127万円

北海道日本ハムファイターズ応援大使事業 201万円

子育て世帯支援事業（学校給食費無償化） 5,967万円

八雲学校給食センター改築事業 1,714万円

教　育　費 6億6,568万円

特別・企業会計 141億9,542万円

緊急就労対策事業 1,592万円

産業人材確保・育成事業 1,348万円

議会中継システム導入事業 139万円

熊石地域簡易水道施設整備事業 8,823万円

公共下水道整備事業 2,190万円

特定環境保全公共下水道整備事業 1,380万円

汚水処理施設共同整備事業（ＭＩＣＳ） 20,100万円

農業集落排水処理施設最適整備構想策定事業 588万円

農業集落排水施設整備事業 300万円

総合病院建設改良事業 34,832万円

　冷房整備10,031万円

　医療器械器具整備22,196万円

　経営管理システム整備1,058万円

　医療費自動精算機整備788万円ほか

国保病院建設改良事業 1,067万円

水道施設整備事業 11,047万円

議　会　費 7,851万円

職　員　費 20億217万円

労　働　費 6,601万円

公　債　費 13億9,160万円

災害復旧費 843万円

※家賃は、入居者の収入により家賃欄の範囲内の金額で決まります。

※浴室欄に「風呂場」とある場合は、浴槽、風呂釜等は入居者が用意する住宅もあります。

□詳しくは、建設課管理係または熊石総合支所地域振興課までお問い合わせください。

□申し込みは、八雲地域、熊石地域ともに4月16日（月）までに、町営住宅入居用の所得証明書および住民票を添付し、

　町営住宅入居申込書および個人情報の収集に関する同意書を提出してください。

【熊石地域】 公営住宅の空き部屋を支障のない限り「みなし特定公共賃貸住宅（収入要件などを特定公共賃貸住宅まで拡大した住宅）」として入居が可能です。

【八雲地域】

町営住宅入居者募集

23,600円

17,600円

12,600円

21,700円

35,200円

26,200円

18,800円

32,400円

～

～

～

～

H7

S61

S53

H12

1

1

1

1

ユニットバス

風呂場

風呂場

ユニットバス

１棟5戸重ね建（2F） 2LDK 74.23G

１棟4戸重ね建（2F） 3DK 71.88G

１棟6戸2階建 3DK 63.86G

１棟10戸重ね建（2F） 2LDK 104.84G

出雲町Ｂ団地（出雲町60－171）

三杉町団地（三杉町25－18）

野田生団地（野田生463－1）

落部団地（落部839－2）

H13

H13

H15

S50

H7

S62

S57

S58

Ｓ63

H5

S61

1

2

1

1

1

1

3

1

1

1

1

ユニットバス

ユニットバス

ユニットバス

風呂場

ユニットバス

風呂場

風呂場

風呂場

風呂場

ユニットバス

風呂場

１棟8戸重ね建（1Ｆ） 2LＤＫ 61.24G

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 71.14G

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 69.86G

１棟1戸平屋建 3LＤＫ 60.14G

１棟4戸重ね建（1Ｆ） 3LＤＫ 79.79G

１棟6戸重ね建（1Ｆ） 3LＤＫ 62.19G

１棟6戸重ね建（1Ｆ・2F） 3LＤＫ 62.19G

１棟6戸重ね建（1F） 3LＤＫ 62.19G

１棟4戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 63.11G

１棟１０戸重ね建（3F） 3LDK 70.99G

１棟6戸重ね建（1F） 3LＤＫ 62.19G

16,900円

19,600円

19,200円

10,000円

18,800円

14,900円

14,200円

14,400円

15,700円

20,100円

15,000円

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

77,800円

87,500円

94,100円

17,700円

51,200円

34,900円

32,000円

33,100円

34,800円

42,900円

35,000円

折戸団地（熊石折戸町52）

折戸団地（熊石折戸町52）

折戸団地（熊石折戸町99－1）

相沼団地（熊石相沼町1－13）

泊川団地（熊石泊川町867－3）

平団地（熊石平町177）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

雲石団地（熊石雲石町217）

鳴神団地（熊石鳴神町215）

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 浴　室家　　賃

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 浴　室
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消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章

八
雲
町
八
雲
消
防
団  

第
七
分
団
長　

佐
藤　

之
信
さ
ん
（
栄
浜
）

　

佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
59

年
12

月
に
消
防
団
に
入
団
以
来
、
現
在
ま

で
30

年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
、
小
売
業
に
従
事
さ
れ
な
が
ら
、
消

防
団
員
と
し
て
幾
多
の
火
災
や
災
害
に
出
動
し
、
地
域
防
災
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23

年
4
月
よ
り
分
団
長
と
し
て
、
豊
富
な
消
防
経
験
を
も
と

に
団
員
の
育
成
指
導
、
消
防
施
設
の
整
備
等
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
な
ど
消
防
団
組
織
の
さ
ら
な
る
向
上
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
、
複

雑
多
様
化
す
る
各
種
災
害
に
対
応
で
き
る
消
防
体
制
づ
く
り
に
努
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

さ
と
う

ゆ
き
の
ぶ

　町では少子高齢化、人口減少が加速する現状にあって、これらの課題解決に向けて、雇用の

創出につながる産業の活性化、若者が安心して子育てできる環境の充実が重要であると考えて

います。

　平成30年4月から、子育て家庭を支援する施策として、学校給食費の無料化を実施するとと

もに、認可保育所、認定こども園、幼稚園の利用者負担金の軽減拡大を図ります。

　また、子育て世帯が空家を取得してリフォームする場合の補助制度を創設し、子育て世帯へ

の支援を行います。

さらに

子育てを応援しますY

児童生徒の学校給食費を無料化

（小学校児童46,800円／年、中学校生徒55,200円／年）

【問い合わせ先】学校給食センター　　　　☎0137－62－2801

　　　　　　　　熊石学校給食センター　　☎01398－2－2135

認可保育所・認定こども園・幼稚園の利用者負担金の軽減拡大

※これまでは国基準から10％軽減しておりましたが、4月からは

　30％軽減へ拡大します！

【問い合わせ先】住民生活課児童係　　　　☎0137－62－2112

　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎01398－2－3111

子育て世帯用住宅改修支援

＊補助対象工事費の1／2を補助（上限500万円）

【問い合わせ先】建設課管理係　　　　　　☎0137－62－2115

　　　　　　　　熊石総合支所地域振興課　☎01398－2－3111

※詳細は、5月広報またはホームページをご覧ください。

【平成30年5月から】

 空家等対策事業

【平成30年4月から】

認可保育所・

認定こども園・

幼稚園の利用者

負担金軽減事業

【平成30年4月から】

学校給食費無償化事業

平成30年4月から

健康づくりを楽しもう

「八雲町高齢者スポーツ施設共通利用券」
を販売します

　町では、高齢者のスポーツ活動を推進し、健康づ

くりや体力の向上を促進することを目的に、年間を

通して次のすべての対象施設を利用できる「八雲町高

齢者スポーツ施設共通利用券」の販売を開始します。

【対象者】町内に住所を有する65歳以上の方

【対象施設】パークゴルフ場（噴火湾パノラマパー

ク、遊楽部公園、くまいし）、八雲町温水プール、八雲町

営スキー場

【料金】10，800円

【販売場所】建設課、熊石総合支所（産業課）、噴火

湾パノラマパークパノラマ館、八雲町温水プール、

町営スキー場

【購入に必要なもの】

　印鑑、顔写真（縦3.0㎝×横2.2㎝、カラー、無帽）、身分

証明書（免許証、保険証等）

【問い合わせ先】保健福祉課高齢者福祉係（シルバープラザ内）

☎0137─64─2111
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平
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な
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お
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【申し込み・問い合わせ先】八雲町子育て支援センター  10137－62－2573

子育て支援センターからお知らせ

　親子でゲームや体操をしたり、手遊び、おも

ちゃ遊びを楽しみます。

【対象】入園前のお子さんと保護者の皆さん

【日時】4月26日（木）午前10時～11時30分

【場所】シルバープラザ　スポーツホール

【定員】30組

【申込期限】4月24日（火）

　オリジナルカレンダー作りを楽しみましょう！

子育てボランティアの皆さんが、お子さんの見守

りをしてくれますので、ゆっくり製作ができま

す。

【内容】お気に入りの写真をラミネートして、　

　カレンダーを作ります。

【対象】入園前のお子さんと保護者の皆さん

【日時】5月10日（木）午前10時～11時30分

【場所】ふれあい交流センターくまいし館

　　　　（熊石雲石町135－2）

【定員】15組（定員になり次第、締め切ります）

【持ち物】お子さんの写真を数枚お持ちください。

【申込期限】5月8日（火）

　子育て支援センターでは、保護者のリフレッ

シュや急な用事などでお子さんの預かりが必要な

時に、保育士が一時預かりをします。

　子育てのサポートに一時預かり「クルミ」をご

利用ください。

【利用年齢】

　満1才～就学前の保育園に通っていないお子さ

ん

【利用日】月曜日～土曜日　

　※土曜日は2日前までの予約が必要です。

【利用時間】午前9時～午後5時

【利用料金】・4時間以内　1,000円

　　　　　　・8時間以内　1,800円

【預かり場所】子育て支援センター（相生町29－9）

　時間延長の場合は、1時間につき300円追加さ

れます。

※初めてご利用の際は、事前に面接・登録が必要

　です。電話または来所にてお申し

　込み、お問い合わせください。

あそびの広場①

春だよY元気に遊ぼうY

スマイル育児教室①inくまいし

カレンダー作り

お子さまを一時預かりします

「クルミ」のご案内

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
額
の
改
定
に
つ
い
て
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国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

か
ら
の
お
知
ら
せ

　療養病床以外に入院したときの食事療養標準負担額（食事代）に係る部分が、

平成30年4月から変更されました。

1、食事療養標準負担額の変更について

○国保制度に関して　　・住民生活課国民健康保険係　　　☎0137－62－2112

○後期高齢者医療制度　・北海道後期高齢者医療広域連合　☎011－290－5601

　に関して　　　　　　・住民生活課国民健康保険係　　　☎0137－62－2112

問い合わせ先

指定難病の医療受給者証をお持ちの方

現役並み所得者

区　　　　　分

1食につき360円

1食につき260円

1食につき210円

1食につき160円

1食につき100円

住
民
税
非
課
税
世
帯

区分Ⅱ

区分Ⅰ

1食につき460円

1食につき260円

1食につき210円

1食につき160円

1食につき100円

食事療養標準負担額

90日までの入院

90日を超える入院

　療養病床以外に入院したときの生活療養標準負担額のうち居住費に係る部分

が、平成30年4月から変更されました。

2、生活療養標準負担額の変更について

区　　　　　分
平成30年3月まで 平成30年4月から

生活療養標準負担額（居住費部分）

1日につき370円

1日につき200円

1日につき0円

1日につき0円

1日につき370円

1日につき370円

1日につき0円

1日につき0円

以下に該当しない方（医療の必要性の低い方）

医療の必要性の高い方（指定難病患者を除く）

指定難病患者

老齢福祉年金受給者

平成30年3月まで 平成30年4月から
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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

　

軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請

が
必
要
で
す
の
で
、
必
ず
手
続
き

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

　

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま

で
の
期
間
に
お
い
て
、
次
に
よ
り

失
業
等
給
付
を
受
け
る
方

①
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

（
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離

職
）

②
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

（
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
）

と
し
て
失
業
等
給
付
を
受
け
る
方

【
軽
減
額
】

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
前
年
の

所
得
な
ど
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま

す
。

　

軽
減
は
、
前
年
の
給
与
所
得
を

そ
の
30

／
1
0
0
と
み
な
し
行
い

ま
す
。

【
軽
減
期
間
】

　

離
職
の
翌
日
〜
翌
年
度
末
ま
で

【
手
続
き
に
必
要
な
物
】

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

・
印
鑑

【
申
請
先
】

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
落
部
支
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

　

国
民
健
康
保
険
に
は
、
町
内
に

住
所
が
な
け
れ
ば
、
原
則
、
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
大
学
や
短
大
な
ど
へ

進
学
す
る
た
め
に
町
外
に
転
出
す

る
場
合
に
は
、
特
例
と
し
て
学
生

用
の
被
保
険
証
（
マ
ル
学
保
険
証
）

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

（
1
）
新
し
く
特
例
を
受
け
る
方

　

特
例
を
受
け
る
に
は
在
学
証
明

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
お
早
め

に
在
学
証
明
書
を
取
り
寄
せ
、
今

ま
で
使
用
し
て
い
た
保
険
証
と
と

も
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
2
）
す
で
に
特
例
を
受
け
て
い

　

る
方

　

継
続
し
て
特
例
を
受
け
る
に

は
、
毎
年
4
月
（
新
学
期
）
に
在
学

証
明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
お

早
め
に
取
り
寄
せ
、
必
ず
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
3
）
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
、

　

や
め
ら
れ
た
方

　

す
で
に
特
例
を
受
け
て
い
る
方

で
、
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
、
や

め
ら
れ
た
方
は
、
八
雲
町
国
民
健

康
保
険
の
資
格
を
喪
失
す
る
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

喪
失
の
手
続
き
が
さ
れ
な
い

と
、
国
保
税
の
課
税
対
象
か
ら
除

か
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
手
続
き

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

手
続
き
の
際
に
は
、
保
険
証
を

返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
印
鑑

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
在
学
証
明
書

・
住
民
票
（
転
出
先
の
住
民
票
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド 
ま
た

は
通
知
カ
ー
ド
（
世
帯
主
、
特

例
を
受
け
る
方
の
お
二
人
分
）

・
来
庁
者
の
本
人
確
認
書
類

①
運
転
免
許
証
等
の
写
真
付
き
証

　

明　

1
点

②
健
康
保
険
証
等
の
写
真
無
し
証

　

明　

2
点

【
申
請
先
】

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
落
部
支
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

国民
健康保険

国民
健康保険

倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
等
で
離
職
し
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
方
は

保
険
税
が
減
額
さ
れ
ま
す

住
所
を
町
外
に
移
し
て
い
る

学
生
は
「
在
学
証
明
書
」
を
！
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八雲町落部130

Tel 67－2454

http://aiki929.jp

シ
ミ
抜
き 

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

洗
濯
に
、
手
作
り
天
然
薬
草
酵
素
液
を
使
用

相
木
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

各
コ
ー
ス 

特
殊
加
工 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

数
少
な
い
上
級
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
術
者
の
い
る
お
店

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉 広報やくも広告募集中

①たて１０.０cm×よこ１７.０cm 
　…………… 月額（町内業者）20,570円
②たて１５.０cm×よこ１７.０cm
　…………… 月額（町内業者）10,280円
③たて１５.０cm×よこ１８.５cm
　…………… 月額（町内業者）5,140円
④たて１５.０cm×よこ１２.０cm
　…………… 月額（町内業者）1,540円
詳しくは、企画振興課協働推進係まで

【
平
成
30
年
度
予
防
接
種
の

　
　
　

実
施
に
つ
い
て
】

　

道
内
で
は
、
平
成
28

年
4
月
か

ら
定
期
予
防
接
種
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
対
象
者
が
非
常
に

多
く
、
八
雲
町
で
は
数
年
を
か
け

て
計
画
的
に
接
種
を
案
内
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
接
種
い
た
だ
く
方

へ
は
個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
の
う
え
接
種
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
道
外
在
住

時
に
定
期
接
種
を
行
い
八
雲
町
へ

転
入
さ
れ
、
接
種
回
数
が
残
っ
て

い
る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
接
種
日
等

を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

接
種
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る

方
で
通
知
が
届
い
て
い
な
い
場
合

や
不
明
な
点
は
、
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
平
成
30
年
度
接
種
対
象
年
齢
】

・
平
成
11

年
4
月
2
日
生
〜

　

平
成
14

年
4
月
1
日
生

・
平
成
23

年
4
月
2
日
生
〜

　

平
成
25

年
4
月
1
日
生

※
た
だ
し
、
7
歳
6
カ
月
を
過
ぎ

　

る
と
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

・
平
成
26

年
4
月
2
日
生
〜 　

平
成
28

年
2
月
29

日
生

【
接
種
会
場
】

・
八
雲
地
域　

シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
、

　

八
雲
ユ
ー
ラ
ッ
プ
医
院

（
高
校
生
以
上
の
方
）

・
熊
石
地
域　

熊
石
国
保
病
院

【
接
種
費
用
】

・
八
雲
町
の
実
施　

無
料

・
町
外
医
療
機
関　

有
料
（
た
だ

し
、
進
学
・
長
期
里
帰
り
な
ど

の
事
情
に
よ
り
、
生
活
の
居
所

が
町
外
に
あ
る
方
で
、
八
雲
町

の
依
頼
に
よ
る
接
種
に
つ
い
て

は
、
償
還
払
い
（
払
い
戻
し
）
が

受
け
ら
れ
ま
す
）

【
そ
の
他
】

　

今
年
度
20

歳
に
な
ら
れ
る
方
に

個
別
通
知
は
送
付
し
ま
せ
ん
が
、

20

歳
に
な
る
日
の
前
々
日
ま
で
は

接
種
が
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
す

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

定
期
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

【
日
時
】

　

5
月
9
日
（
水
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

【
場
所
】
八
雲
総
合
病
院

【
内
容
】
茶
話
会

　

が
ん
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
）

申
し
込
み
不
要
で
す
（
茶
菓
子
代

2
0
0
円
が
か
か
り
ま
す
）
。

【
共
催
】
八
雲
町
・
八
雲
総
合
病

院
・
八
雲
保
健
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
八
雲
総
合
病
院
地
域
医
療
連
携
室

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
1
8
5

・
八
雲
保
健
所
企
画
総
務
課
企
画
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
1
6
8

が
ん
サ
ロ
ン

（
茶
話
会
）
の

お
知
ら
せ

　

す
で
に
、
広
報
や
く
も
3
月
で

お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

乳
幼
児
の
定
期
予
防
接
種
の
う

ち
、
次
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
平

成
30
年
4
月
以
降
は
、
八
雲
総
合

病
院
へ
会
場
が
変
更
と
な
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
は
、
対
象
と
な
る
方

に
個
別
通
知
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
再
度
内
容
に
つ
い
て
ご
確
認

い
た
だ
き
、
接
種
を
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

【
会
場
変
更
後
】

　

八
雲
総
合
病
院
（
泌
尿
器
科
外
来
）

【
対
象
ワ
ク
チ
ン
】

１
．
「
ヒ
ブ
」

２
．
「
小
児
用
肺
炎
球
菌
」

３
．
「
Ｂ
型
肝
炎
」

４
．
「
四
種
混
合
」

　

八
雲
総
合
病
院
へ
は
予
約
以
外

の
連
絡
は
さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

1

予
防
接
種
会
場
に
つ
い
て

2

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
福
祉
課

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）
☎
0
1

3
7
│
64
│
2
1
1
1
へ

予
防
接
種
会
場
の
変
更
と

問
い
合
わ
せ
先
に
つ
い
て
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心
身
に
障
が
い
を
持
つ
方
や
高

齢
者
の
方
が
、
快
適
な
在
宅
生
活

を
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
社
会
参

加
や
日
常
生
活
の
中
で
タ
ク
シ
ー

を
交
通
手
段
と
し
て
利
用
す
る
場

合
、
そ
の
料
金
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

【
対
象
者
】

　

八
雲
町
に
居
住
し
て
い
る
在
宅

の
方
（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
に
居
住
す
る
方
を
含

む
）
で
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
に

属
し
（
4
〜
6
月
ま
で
に
申
請
し

た
場
合
は
平
成
29

年
度
、
7
月
〜

翌
年
3
月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合

は
平
成
30

年
度
の
課
税
状
況
）
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て

　

い
る
下
肢
・
体
幹
・
視
覚
・
内

　

部
障
が
い
の
1
〜
3
級
の
方

②
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
Ａ

　

判
定
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

　

所
持
し
て
い
る
1
・
2
級
の
方

④
満
80

歳
以
上
の
方

※
な
お
、
医
療
機
関
へ
入
院
中
の

　

方
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お

　

よ
び
老
人
保
健
施
設
に
入
所
中

　

の
方
は
、
退
院
・
退
所
後
に
手

　

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

　

「
特
定
滞
納
者
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
制
限
」
の
対
象
事
業
の
た
め
、

世
帯
の
中
に
制
限
を
受
け
て
い
る

方
が
い
る
場
合
は
、
助
成
を
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
助
成
金
額
】

・
年
額
7
，
2
0
0
円
以
内

※
申
請
月
に
よ
り
交
付
枚
数
が
変

　

わ
り
ま
す
。

・
4
〜
6
月
申
請

7
，
2
0
0
円
分
（
72

枚
）

・
7
〜
9
月
申
請　

5
，
4
0
0
円
分
（
54

枚
）

・
10

〜
12

月
申
請

3
，
6
0
0
円
分
（
36

枚
）

・
1
〜
3
月
申
請　

1
，
8
0
0
円
分
（
18

枚
）

※
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

　

ム
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向

　

け
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

　

右
記
の
半
分
が
交
付
枚
数
で
す
。

【
使
用
制
限
】
八
雲
町
内
の
み

【
申
請
方
法
】

　

各
手
帳
、
申
請
者
の
印
鑑
（
代

理
申
請
の
場
合
は
、
代
理
で
窓
口

に
来
ら
れ
る
方
の
印
鑑
も
必
要
）

高
齢
者
等
入
浴
料
助
成
券
を

交
付
し
ま
す

〜
4
月
2
日
か
ら
交
付
開
始
〜

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
窓
口
】

・
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

・
住
民
生
活
課
社
会
係

・
落
部
支
所

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
相
沼
泊
川
出
張
所

【
取
扱
会
社
】

・
㈲
八
雲
ハ
イ
ヤ
ー

・
エ
ス
ジ
ー
ハ
イ
ヤ
ー
㈱

・
㈲
旭
ハ
イ
ヤ
ー

・
キ
ャ
ン
タ
ク

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

　

町
で
は
、
在
宅
の
高
齢
者
や
心

身
に
障
が
い
を
持
つ
方
に
対
し
て

入
浴
を
通
じ
、
健
康
増
進
お
よ
び

身
体
機
能
の
維
持
向
上
を
図
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
入
浴
料
助

成
券
を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
町
内
に
居
住
し
て
い

る
方
で
、
次
の
①
、
②
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
満
65

歳
以
上
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳

　

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

を
所
持
し
て
い
る
方

※
た
だ
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

　

ム
お
よ
び
老
人
保
健
施
設
へ
入

　

所
中
ま
た
は
入
院
中
の
方
は
除

　

き
ま
す
。

【
助
成
金
額
】
1
枚
2
0
0
円

※

各

施

設

の

入

浴

料

金

か

ら

2
0
0
円
を
引
い
た
金
額
を
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

【
交
付
枚
数
】
年
間
24

枚

【
交
付
窓
口
】

・
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

・
住
民
生
活
課
社
会
係

・
落
部
支
所

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
相
沼
泊
川
出
張
所

【
利
用
施
設
】

・
温
泉
旅
館
銀
婚
湯　

・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
温
泉
ホ
テ
ル

清
龍
園

・
温
泉
ホ
テ
ル
八
雲
遊
楽
亭

・
八
雲
温
泉
お
ぼ
こ
荘

・
見
市
温
泉
旅
館　

・
熊
石
ひ
ら
た
な
い
荘

・
和
の
湯

【
注
意
事
項
】

・
助
成
券
は
、
施
設
1
回
の
利
用

　

で
1
枚
と
し
ま
す
。

・
交
付
を
受
け
た
本
人
以
外
は
利

　

用
で
き
ま
せ
ん
。

・
不
正
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、

　

助
成
額
の
返
還
を
求
め
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。

・
各
施
設
の
利
用
時
間
、
定
休
日

　

な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券
の

受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
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　町では、生活排水による河川・水路などの公共水域の水質汚濁

を防止し、生活環境の保全を図るため、下水道整備区域以外（下水

道整備区域内にあっては当分の間整備が見込まれない場合）の方が

トイレの汚水だけでなく、台所やお風呂などの雑排水も処理でき

る合併処理浄化槽を設置する場合に、予算の範囲内で補助金を交

付しますので、次により補助金交付希望者を募集します。

【募集予定数】15基

【募集期間】

〇第１期：４月９日（月）～４月27日（金）

※第１期で予定数を上回った場合には、新築住宅を優先し、改築に

　ついては抽選により決定します。

〇第２期：第１期で予定数に達しない場合、５月１日（火）以降に

　随時受け付けします。

※予定数に達した時点で受け付けは終了します。

【補助金額】・５人槽：70万円まで　・７人槽：90万円まで

　　　　　　・10人槽以上：130万円まで

【問い合わせ先】環境水道課下水道係　☎0137－63－2020

合併処理浄化槽設置補助の
募集について

　

水
道
（
以
下
、
下
水
道
も
含
む
）

の
使
用
を
開
始
（
再
開
含
む
）
す

る
、
中
止
（
一
時
中
止
含
む
）
す
る
、

ま
た
は
使
用
者
が
変
わ
る
場
合
な

ど
は
、
役
場
へ
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。
届
け
出
が
無
い
場
合
は
、
後

に
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
る
場
合

が
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】

・
平
日
（
土
日
祝
祭
日
お
よ
び
年

　

末
年
始
を
除
く
）

・
午
前
8
時
30

分
〜

　

午
後
5
時
15

分

【
受
付
方
法
】

　

使
用
を
開
始
す
る
時
は
、
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
届
け
出
は
受

け
付
け
ま
す
が
、
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
け
付
け
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
使
用

の
中
止
・
使
用
者
の
変
更
な
ど
を

す
る
場
合
は
、
電
話
で
の
受
け
付

け
も
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
の
使
用
を
開
始
す
る
場
合

は
、「
使
用
開
始
届
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。

【
止
水
栓
の
開
栓
作
業
に
つ
い
て
】

　

止
水
栓
の
開
栓
（
水
道
の
元
栓

を
開
け
る
こ
と
）
は
、
役
場
か
ら

職
員
が
伺
い
作
業
を
行
い
ま
す
が
、

そ
の
際
は
、
建
物
内
の
蛇
口
が
全

て
締
ま
っ
て
い
る
か
ど
う
か
事
前

に
確
認
願
い
ま
す
。
蛇
口
が
開
い

て
い
た
り
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ

る
場
合
は
開
栓
で
き
ま
せ
ん
。

・
平
日
（
土
日
祝
祭
日
お
よ
び
年

　

末
年
始
を
除
く
）

・
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

【
注
意
事
項
】

・
使
用
開
始
当
日
に
届
け
出
が
な

さ
れ
た
場
合
、
早
急
に
対
応
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

使
用
開
始
予
定
日
の
前
日
ま
で

に
届
け
出
を
済
ま
せ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

・
「
使
用
開
始
届
」
を
提
出
せ
ず
に

水
道
の
使
用
を
開
始
し
た
場
合

は
、
町
長
が
認
定
す
る
水
道
料

金
（
以
下
、
料
金
）
を
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て

は
罰
則
を
科
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
を
行

う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
の
使
用
を
中
止
す
る
場
合

は
、「
使
用
中
止
届
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。

【
止
水
栓
の
閉
栓
作
業
に
つ
い
て
】

　

使
用
中
止
の
場
合
、
す
ぐ
に
使

用
再
開
さ
れ
る
場
合
（
概
ね
一
週

間
程
度
）
を
除
き
、
止
水
栓
を
閉

栓
（
水
道
の
元
栓
を
閉
め
る
こ

と
）
し
ま
す
。

・
平
日
（
土
日
祝
祭
日
お
よ
び
年

　

末
年
始
を
除
く
）

・
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

【
注
意
事
項
】

・
水
道
の
使
用
を
や
め
て
も
、
中

止
の
届
け
出
が
な
い
場
合
は
、

い
つ
ま
で
も
基
本
料
金
が
か
か

り
続
け
る
た
め
、
必
ず
届
け
出

を
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
使
用
中
止
の
場
合
、
料
金
の
支

払
方
法
（
現
金
払
、
口
座
振
替

な
ど
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

　

水
道
の
使
用
者
が
変
わ
る
場
合

は
、「
使
用
者
変
更
届
」
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
支
払

方
法
や
料
金
請
求
書
等
の
送
付
先

に
変
更
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
も

同
様
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

料
金
の
口
座
振
替
手
続
き
は
、

次
の
窓
口
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

・
町
内
の
各
金
融
機
関
（
ひ
や
ま

　

漁
協
を
除
く
）

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
つ
い
て
は
、

口
座
振
替
申
込
書
記
載
後
ご
本

人
が
郵
便
局
窓
口
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
役
場
環
境
水
道
課

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

・
落
部
支
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
環
境
水
道
課
業
務
係

　

☎
０
１
３
７
│
63
│
２
０
２
０

　

5

０
１
３
７
│
62
│
２
1
２
０

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

上
下
水
道
係

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

　

5

0
1
3
9
8
│
2
│
3
2
3
0

こ
ん
な
時
は
必
ず
役
場
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い

料
金
の
口
座
振
替
手
続
き

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

水
道
の
使
用
を
開
始
す
る
時

水
道
の
使
用
を
中
止
す
る
時

水
道
の
使
用
者
が
変
わ
る
時

水
道
・
下
水
道
の
使
用
に
関
す
る

各
種
手
続
き
に
つ
い
て
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〈
広
告
〉

　

ビ
ン
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
資
源
ご
み
に
異
物
が
混
入
し
な
い
よ
う
分
別
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。
捨
て
る
際
は
、
水
で
軽
く
す
す
い
で
く
だ
さ
い
（
匂
い
が
取

れ
、
雑
菌
の
繁
殖
が
少
な
く
な
り
ま
す
）
。

【
間
違
い
や
す
い
も
の
】

・
せ
と
も
の
ビ
ン
（
不
透
明
）　

土
を
焼
い
た
も
の
で
ガ
ラ
ス
製
で
は
な
い
。

　

↓
燃
や
せ
な
い
ご
み
（
黄
色
の
指
定
袋
）

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ボ
ト
ル
、
キ
ャ
ッ
プ　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

↓
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
（
透
明
・
半
透
明
の
袋
）

・
哺
乳
ビ
ン
、
耐
熱
コ
ッ
プ
、
フ
ラ
ス
コ
類　

耐
熱
ガ
ラ
ス

　

↓
燃
や
せ
な
い
ご
み
（
黄
色
の
指
定
袋
）

【
そ
の
他
入
れ
て
は
い
け
な
い
も
の
一
部
例
】

・
金
属
、
リ
ン
グ
プ
ル
類
、
コ
ル
ク
用
止
金
（
針
金
）
、
カ
ッ
タ
ー
の
刃
、

　

そ
の
他
金
属
類　

金
属
類

　

↓
燃
や
せ
な
い
ご
み
（
黄
色
の
指
定
袋
）

・
コ
ル
ク
・
合
成
コ
ル
ク　

木
製
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等

　

↓
燃
や
せ
る
ご
み
（
青
色
の
指
定
袋
）

・
ボ
タ
ン
電
池
・
乾
電
池　

有
害
ご
み

　

↓
有
害
ご
み
（
透
明
、
半
透
明
の
袋
に
入
れ
電
池
と
表
示
）

【
間
違
い
や
す
い
も
の
】

・
缶
以
外
の
金
属
類
↓
燃
や
せ
な
い
ご
み
（
黄
色
の
指
定
袋
）

※
缶
詰
め
な
ど
の
金
属
の
フ
タ
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

【
間
違
い
や
す
い
も
の
】

・
洗
剤
等
の
プ
ラ
製
ボ
ト
ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

↓
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
（
透
明
・
半
透
明
の
袋
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
0
2
0　

（
1
）ビ
ン（
赤
色
の
指
定
袋
）：
ガ
ラ
ス
製
の
ビ
ン

（
2
）缶（
緑
色
の
指
定
袋
）：
ス
チ
ー
ル
缶
・
ア
ル
ミ
缶
・
缶
の
フ
タ

（
3
）ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル（
オ
レ
ン
ジ
色
の
指
定
袋
）：
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　

資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
、
ご
み

の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
子
ど
も
会
等
住
民
団

体
お
よ
び
法
人
格
を
持
つ
非
営
利
団
体
に
よ
る

資
源
ご
み
回
収
活
動
に
対
し
て
は
町
か
ら
の
助

成
が
あ
り
ま
す
が
、
法
人
格
を
持
つ
非
営
利
団

体
が
助
成
制
度
を
活
用
す
る
場
合
は
、
そ
の
活

動
の
規
模
・
回
収
量
を
記
載
し
た
「
資
源
ご
み

回
収
活
動
計
画
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

【
資
源
ご
み
回
収
活
動
計
画
書
の
提
出
期
日
】

　

4
月
27

日
（
金
）

【
そ
の
他
】

　

「
資
源
ご
み
回
収
活
動
計
画
書
」
の
様
式
に

つ
い
て
は
、
環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係
ま
た
は

熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
の
窓
口
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
0
2
0

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

N
P
O
法
人
・
社
会
福
祉
法
人

（
法
人
格
を
持
つ
非
営
利
団
体
）
に
よ
る

資
源
ご
み
回
収
活
動
計
画
書
の

提
出
に
つ
い
て

資
源
ご
み
の
分
別
の
仕
方
に
つ
い
て

素
材
ご
と
に
分
け
て
く
だ
さ
い
Y

八雲
地域
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事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に

つ
い
て
、
八
雲
町
の
ご
み
収
集
運

搬
を
利
用
す
る
事
業
所
に
つ
い
て

は
、
町
条
例
に
基
づ
い
た
処
理
手

数
料
を
毎
年
1
回
納
付
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

【
事
業
系
一
般
廃
棄
物
と
は
】

　

事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
産

業
廃
棄
物
以
外
の
廃
棄
物
を
い
い

ま
す
。

　

事
業
所
か
ら
発
生
す
る
事
業
系

一
般
廃
棄
物
は
、
各
事
業
所
で
生

活
環
境
保
全
上
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
に
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適

正
に
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
八
雲
町
で
は
家
庭
ご
み
の
収

集
・
処
理
に
支
障
に
な
ら
な
い
範

囲
で
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
収

集
・
処
理
も
行
っ
て
い
ま
す
。

（
例
）
紙
、
生
ご
み
、
木
、
ウ
ェ

ス
等
繊
維
製
の
ご
み
、
お
弁
当
等

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ご
み
、
い
す
・

机
等
粗
大
ご
み
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
・
ビ
ン
等
資
源
ご
み　

な
ど

【
納
付
申
告
の
対
象
事
業
所
】

　

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に

つ
い
て
、
町
の
ご
み
収
集
運
搬
を

利
用
し
て
い
る
事
業
所

【
申
告
・
更
正
等
に
必
要
な
書
類
】 

　

下
記
の
表
の
と
お
り
、
各
書
類

を
環
境
衛
生
係
の
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
必
要
書
類
は
環
境

衛
生
係
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。

事
業
系
一
般
廃
棄
物

処
理
手
数
料
の
納
付
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い

八雲地域
のみ

申告・更正等必要な書類一覧

②移転などにより場所、人員等に変更がある事業所

③閉鎖などで手数料を支払う必要が無くなった事業所

①町のごみ収集運搬を利用して事業系一般廃棄物の処理
　を行う事業所

納付申告書と調査表を提出

更正申請書と調査表を提出

消滅申請書を提出

対象事業所 必要な書類の提出

廃棄物の分類フローチャート

廃棄物

家庭系一般廃棄物
（家庭ごみ）

一般廃棄物

事業系一般廃棄物

産業廃棄物

落部簡水

『火の用心　ことばを形に　習慣に』を統一

標語に、全道春の火災予防運動を実施します。

【予防運動期間】４月20日（金）～30日（月）

【防災無線による広報】

・熊石地域：４月20日、25日、30日の午後６

　時35分に広報を行います。

※火災が発生しやすくなっています。昨年は

この時季にゴミ焼きが原因の火災が多数発

生しています。一般ゴミ等は燃やしてはい

けない行為ですので、適正に処理してくだ

さい。

※町内会、地域で防火懇談会や消火訓練を希

　望される場合は、下記までご連絡ください。

【問い合わせ先】

・八雲消防署予防第1・2係

　　　　　　　　　　　☎0137－63－2686

・熊石消防署予防係　　☎01398－2－3393

　４月21日（土）～５月31日（木）までは『林野

火災予防強調期間』です。この時期は、空気

が乾燥し、火災の起こりやすい状況です。森

林は一旦火災で失われると回復するまでに多

大なコストと年月を要します。

　山火事のほとんどは人間の不注意により起

きており山菜採りや釣りなどで山に入る時

は、火の取り扱いに十分注意をし、特にたば

この投げ捨ては絶対にやめましょう。

　みんなで豊かな森の緑を山火事から守りま

しょう。

【問い合わせ先】

　農林課林業係　☎0137－62－2203

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す

春の火災予防運動の実施 《林野火災予防強調期間》
山の豊かな緑は貴重な財産

火災から守りましょうZ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
0
2
0

　

5

0
1
3
7
│
62
│
2
1
2
0
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狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年
1

回
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
年
の
集
合
注
射
は
下
記
の

日
程
で
お
こ
な
い
ま
す
。
飼
い
主

の
方
は
、
注
射
会
場
に
て
受
け
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
会
場
に

来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
6
月
30

日

ま
で
に
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院

に
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
必
ず
、

注
射
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
注
射
会
場
や
時
間
が
昨
年
か
ら

変
更
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
、
お
間
違
え
の
無
い

よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

１
．
注
射
時
の
注
意
事
項

　

普
段
お
と
な
し
い
犬
で
も
、
大

勢
の
人
や
犬
が
い
る
場
所
に
来
る

と
突
然
か
み
つ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
犬
を
制
御
で
き
る
飼
い
主
が

来
場
し
、
リ
ー
ド
（
紐
・
チ
ェ
ー

ン
）
を
短
く
持
ち
、
他
の
犬
や
人

と
距
離
を
取
り
待
機
し
て
く
だ
さ

い
。

２
．
注
射
料
金　

■
集
合
注
射
で
の
料
金

　

１
頭
３
，
１
０
０
円

※
通
常
３
，
１
１
０
円
で
す
が
、

集
合
注
射
で
は
八
雲
動
物
病
院

が
10

円
負
担
し
ま
す
。

※
当
日
は
お
釣
り
の
な
い
よ
う
に

　

お
願
い
し
ま
す
。

﹇
内
訳
﹈

　

注
射
料
金　

２
，
５
５
０
円

　

注
射
済
票
交
付
手
数
料　

５
５
０
円

■
動
物
病
院
で
の
注
射
料
金

　

１
頭　

３
，
１
１
０
円

﹇
内
訳
﹈

　

注
射
料
金　

2
，
5
6
0
円

　

注
射
済
票
交
付
手
数
料　

５
５
０
円

◎八雲地域

野田生　柏沼会館前

野田生会館前

赤笹会館前

わらび野会館前

東野（母と子の家）会館前

東野１区会館前

落部町民センター（落部支所）前

上八雲会館前

立岩会館前（１区）

立岩２区会館前

元町会館前

東部生活館横駐車場

内浦町１区会館前

上の湯会館前

下の湯会館前

栄浜　佐藤商店前

落部レクリエーションセンター前

新はこだて農協落部支店前

川向会館前

黒岩会館前

山崎山（２区）会館前

山崎浜（１区）会館前

花浦山会館前

花浦１区会館前

豊河町会館前

内浦町生活館前（２区）

山越由追会館前

山越中央会館前

浜松中央会館前

勤労者センター前

富士見町　東部児童館前

古谷精肉店裏

相生会館・子育て支援センタースマイル前

熱田会館前

大新会館前

春日会館前

春日地区生活改善センター前

八雲町民センター裏

旧法務局跡地駐車場（栄町）

八雲町役場前

９：００～ ９：１０

９：２０～ ９：３５

９：４５～ ９：５０

１０：０５～１０：１０

１０：２５～１０：３５

１０：４０～１１：００

１１：１５～１１：４５

１３：１０～１３：２０

１３：４０～１４：００

１４：１０～１４：２５

１４：３５～１４：４５

１４：５０～１５：００

１５：１０～１５：２０

９：２０～ ９：３０

９：４０～ ９：４５

１０：１０～１０：２０

１０：３０～１０：４５

１０：５０～１１：０５

１１：１０～１１：２０

１３：１０～１３：３０

１３：４０～１３：５０

１３：５５～１４：０５

１４：１５～１４：２５

１４：３０～１４：４０

１４：５０～１５：００

１５：１０～１５：２０

９：００～ ９：１０

９：２０～ ９：３０

９：４０～ ９：５０

１０：００～１０：１０

１０：１５～１０：２５

１０：３０～１０：３５

１０：４０～１０：５０

９：００～ ９：１０

９：２０～ ９：３０

９：４０～ ９：５０

　９：５５～１０：０５

１０：１５～１０：２５

１０：３５～１０：４５

１０：５０～１１：１５

月日 時　　間 注　　射　　会　　場

5
月
17
日
（
木
）

◎熊石地域

関内地区　新保商店前

西浜地区（浜）　川道正紀宅前

西浜地区　平井道子宅前

東鳴神地区　セラーズのとや前

鳴神団地・西雲石地区（上）井口商店前

雲石団地地区　交流センターくまいし館前

畳岩・平地区　佐々木守宅前

東雲石・２根崎地区　熊石総合支所前

大谷・鮎川・見日地区　鮎川生活館前

見日地区　見日生活改善センター前

２泊川～３泊川地区　飯田裕子宅横

館平地区　総合センター前

４相沼地区　旧相沼駐在所横

３相沼地区　桂川末勝宅前

２相沼地区　近藤久雄宅前

折戸地区（浜）　農協倉庫前

折戸地区（野）　土谷清司宅前

９：５０～１０：００

１０：０５～１０：１０

１０：１５～１０：２５

１０：３０～１０：３５

１０：４０～１０：４５

１０：５０～１１：００

１１：０５～１１：１５

１１：２０～１１：３０

９：５０～ ９：５５

１０：００～１０：０５

１０：１０～１０：２０

１０：２５～１０：３０

１０：３５～１０：４０

１０：４５～１０：５０

１０：５５～１１：００

１１：０５～１１：１５

１１：２０～１１：２５

月日 時　　間 注　　射　　会　　場

5
月
16
日
（
水
）

5
月
18
日
（
金
）

◎犬の登録について

　平成７年４月１日以降に登録（生涯に１回）した犬に関し、
登録した事項に変更等が生じた場合はその都度、速やかに役場
へ届け出をしなければなりません。
◎次の場合には届け出をしてください

　①飼い犬が死亡したとき
　②飼い主・飼い犬の所在地が変わったとき
　③飼い主が変わったとき
※新たに生後91日以上の犬を取得したときは、30日以内に登
　録をしなければなりません（登録料3,000円）。

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

を
実
施
し
ま
す

・環境水道課環境衛生係 10137―63―2020

・熊石総合支所住民サービス課 101398―2―3111

・八雲動物病院（八雲町東雲町９１―１） 10137―62―4031

【犬の登録・狂犬病予防注射の問い合わせ先】

日程および注射会場
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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

・病院、各施設からの直接安置等、ご相談下さい

・町外からの搬送もお引き受けいたします

・自宅や寺院・会館を利用しての葬儀全てお任せ

　下さい

〒049－3102 北海道二海郡八雲町東町247－1

電話 0137－64－2855　FAX 0137－66－5015

新規・解体撤去・
リフォーム追加彫刻…
墓石のことなら
ご相談くださいY
洋型・和型、墓石も各種展示いたしております。

お任せ下さい！！

TEL（0137）62－2960　FAX（0137）63－2266

　町民の皆様の声を広く聞き、町民主体の自治を実現することを目的に、
平成22年4月1日に八雲町自治基本条例が制定されました。
　このコーナーでは各種審議会などの委員公募や会議の開催案内、パブリックコメントの実施
についてお知らせします。
　詳しくは、各担当課へ問い合わせていただくか、町のホームページをご覧ください。

八雲町自治基本条例コーナー
八雲町の「まちづくり」に

参加しませんか？

　

八
雲
町
育
成
牧
場
運
営
協
議
会

は
、
八
雲
町
育
成
牧
場
の
円
滑
な

運
営
に
向
け
た
検
討
を
行
う
協
議

会
で
す
。

【
日
時
】
4
月
23

日
（
月
）

午
前
10

時

【
場
所
】

　

八
雲
町
育
成
牧
場
会
議
室

【
内
容
】

・
平
成
29

年
度
の
運
営
状
況
に
つ

　

い
て

・
平
成
30

年
度
の
運
営
方
針
に
つ

　

い
て

・
平
成
30

年
度
の
委
託
牛
の
受
け

　

入
れ
に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
林
課
農
業
振
興
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
2
0
3

　

八
雲
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

は
、
子
ど
も
や
子
育
て
支
援
に
関

す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

を
審
議
し
た
り
、
平
成
27

年
3
月

に
策
定
さ
れ
た
「
八
雲
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の

進
捗
状
況
の
確
認
や
評
価
を
行
う

会
議
で
す
。

【
応
募
資
格
】

　

八
雲
町
に
在
住
し
、
子
育
て
支

援
に
関
心
の
あ
る
、
平
成
30

年
4

月
1
日
現
在
に
お
い
て
満
20

歳
以

上
の
方

【
開
催
回
数
】
年
2
回
程
度

【
報
酬
】
1
回　

5
，
6
0
0
円

【
任
期
】
5
月
1
日
〜

　
　
　

平
成
31

年
6
月
30

日

【
公
募
人
数
】
2
名

【
応
募
期
間
】

　

4
月
2
日
（
月
）
〜
27

日
（
金
）

【
応
募
方
法
】

　

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
次

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
選
定
方
法
】

　

応
募
要
件
を
満
た
す
希
望
者
が

募
集
人
数
を
上
回
る
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
児
童
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

　

E
メ
ー
ル

　

ju
m
in
@
to
w
n
.yaku

m
o
.lg.jp

八雲町自治基本
条例第12条の規
定に基づき、
会議を公開で
行います
皆様の傍聴を
お待ちして
います

八
雲
町
育
成
牧
場
運
営
協

議
会
を
開
催
し
ま
す

八
雲
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
委
員
を
募
集
し
ま
す

八雲町自治基本
条例第17条の規
定に基づき、
委員の一部
を公募
します

委
員
の
募
集
結
果

○
八
雲
町
国
民
健
康
保
険
運
営

　

協
議
会

・
公
募
人
数
…
3
名
以
内

・
公
募
結
果
…
3
名

○
八
雲
町
介
護
保
険
事
業
運
営

　

委
員
会
委
員
、
八
雲
町
地
域

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協

　

議
会

・
公
募
人
数
…
2
名
以
内

・
公
募
結
果
…
1
名

○
八
雲
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

　

画
、
第
7
期
介
護
保
険
事
業

　

計
画　

以
上
の
結
果
…
０
件

○
八
雲
町
障
が
い
者
マ
ー
ク
等

　

配
布
事
業
実
施
要
綱
（
案
）

　
　
　
　

以
上
の
結
果
…
3
件

町
民
意
見
の
公
募
結
果
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【問い合わせ先】・八雲税務署  ☎0137－63－2148  ・江差税務署  ☎0139－52－0078

※確実に振替納付できるよう、振替納付日の前日までに預貯金残高の確認をお願いします。

確定申告の振替納付日
平成29年分の所得税および復興特別所得税の確定申告 4月20日（金）

平成29年分の個人事業者の消費税および地方消費税の確定申告 4月25日（水）

　

4
月
か
ら
八
雲
町
地
域
お
こ
し

協
力
隊
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
。

新
年
度
早
々
、
協
力
隊
の
2
大

ニ
ュ
ー
ス
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

1
つ
目
は
、
2
0
1
8
年
3
月

31

日
で
、
佐
藤
靖
隊
員
と
渡
辺
成

太
隊
員
が
退
任
し
ま
し
た
。

　

2
つ
目
は
、
4
月
か
ら
協
力
隊

に
新
た
な
メ
ン
バ
ー
が
決
定
！
紹

介
は
、
5
月
号
で
行
い
ま
す
。
今

後
の
活
動
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

　

退
任
し
た
佐
藤
靖
隊
員
と
渡
辺

成
太
隊
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

【
佐
藤
靖
】
町
民
皆
さ
ま
、
協
力

隊
の
み
ん
な
、
そ
の
他
多
く
の
皆

さ
ま
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
頂
き
、
何

と
か
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
ま
し

た
。
協
力
隊
と
し
て
や
れ
た
こ
と

は
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
こ
れ
を

糧
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
繋

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
厚
い
壁
に
何
度
も
遭
遇
す
る
と

思
い
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
就
職
先
は
町
内

な
の
で
、
何
処
か
で
見
か
け
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
時
は
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
改
め
て
、
今
ま

で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！

【
渡
辺
成
太
】
縁
も
ゆ
か
り
も
な

い
〝
八
雲
町
〞
で
、
こ
れ
だ
け
た

く
さ
ん
の
方
々
に
出
会
え
た
こ

と
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら

れ
た
こ
と
は
、
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
ま
で
協
力
隊

が
行
っ
て
き
た
活
動
が
ど
う
だ
っ

た
の
か
。
皆
さ
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私

は
、
4
月
か
ら
東
京
に
帰
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
を
続
け
て
い
く
予
定
で

す
。
協
力
隊
を
辞
め
た
か
ら
、
八

雲
は
も
う
関
係
な
い
で
は
な
く
、

第
二
の
故
郷
と
し
て
、
今
後
も
応

援
し
て
い
き
ま
す
。
本
当
に
、
今

ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
の
ニ
ュ
ー

ス
。
そ
れ
は
、
八
雲
町
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
新
た
な
メ
ン
バ
ー
が

入
隊
決
定
し
ま
し
た
！

　

メ
ン
バ
ー
の
紹
介
に
つ
い
て

は
、
５
月
号
に
て
行
い
ま
す
！

　

今
後
の
協
力
隊
の
活
動
を
応
援

し
て
く
だ
さ
い
！

　

雪
解
け
が
進
み
山
菜
採
り
の
季

節
に
な
り
ま
す
が
、
近
年
、
ヒ
グ

マ
の
出
没
情
報
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
山
に
入
る
と
き
に
は

十
分
ご
注
意
願
い
ま
す
。

◎
ヒ
グ
マ
に
出
会
わ
な
い
こ

　

と
が
一
番

1
、
音
を
出
し
な
が
ら
、
歩
き
ま

し
ょ
う

　

山
や
畑
に
は
1
人
で
入
ら
ず
、

鈴
を
つ
け
た
り
話
を
し
な
が
ら
歩

き
ま
し
ょ
う
。

2
、
う
す
暗
い
と
き
に
は
山
に
入

ら
な
い
！

　

う
す
暗
い
と
き
は
、
人
も
熊
も

周
り
の
様
子
が
見
え
に
く
く
、

ば
っ
た
り
出
会
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

3
、
ヒ
グ
マ
の
フ
ン
や
足
跡
な
ど

を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
引
き

返
し
ま
し
ょ
う

　

ヒ
グ
マ
の
フ
ン
や
足
跡
な
ど
気

配
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
引
き
返

し
ま
し
ょ
う
。

◎
ゴ
ミ
は
ヒ
グ
マ
を
呼
び
寄

　

せ
ま
す

1
、
絶
対
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
！
ゴ

ミ
は
全
て
持
ち
か
え
り
ま
し
ょ
う

　

残
飯
や
生
ゴ
ミ
、
空
き
缶
な
ど

は
ヒ
グ
マ
に
と
っ
て
ご
ち
そ
う
で

す
。
土
に
埋
め
て
も
す
ぐ
に
嗅
ぎ

つ
け
ま
す
。
一
回
そ
の
味
を
覚
え

る
と
何
度
で
も
出
て
く
る
の
で
、

次
に
訪
れ
る
人
が
大
変
危
険
に
な

り
ま
す
。
ゴ
ミ
は
す
べ
て
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

2
、
動
物
の
死
体
を
見
つ
け
た
ら
、

そ
の
場
所
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う

　

エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
死
体
を
見
つ

け
た
ら
、
近
よ
ら
ず
そ
の
場
を
離

れ
て
く
だ
さ
い
。
近
く
に
ヒ
グ
マ

が
か
く
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

3
、
人
家
近
く
で
目
撃
し
た
と
き

や
、
作
物
な
ど
に
被
害
が
発
生

し
た
と
き
は
届
け
出
ま
し
ょ
う

　

人
家
近
く
で
目
撃
し
た
と
き
や

作
物
な
ど
に
被
害
が
発
生
し
た
と

き
は
役
場
担
当
課
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
農
林
課
林
業
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
2
0
3

・
熊
石
総
合
支
所
産
業
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

リ

ア

ル

タ

イ

ム

の

情

報

は

、

F
a

c
e

b
o

o
k

・T
w

it
t
e

r

・

In
sta

g
ra

m

、
ア
メ
ー
バ
ブ
ロ
グ
、

Lin
e
@

で
発
信
し
て
い
ま
す
。

○F
a
c
e
b

o
o

k
:@

c
o

k
.y

a
k
u
m

o
  

○T
w

itte
r:

＠yaku
m

o
_kyo

ryo
ku

○Instagram
:yakum

ocho_kyoryokutai

○Lin
e
@

:@
u
te

0
3
5
6
s

○
ア
メ
ー
バ
ブ
ロ
グ:https://am

eblo.

　

jp/yakum
ocho-kyoryokutai/

【
問
い
合
わ
せ
】

　
Lo

u
g
h
m

o

（
ら
・
ふ
も
）

　

☎
0
1
3
7
│
66
│
5
2
3
4

協
力
隊 
奮
闘
日
記

協
力
隊
と
町
民
の
情
報
交
換

10
vol.

山で山菜などを採る方へ

ヒグマに注意Y
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〈
広
告
〉

　

北
海
道
新
幹
線
新
函
館
北
斗
〜

札
幌
間
の
八
雲
町
区
間
建
設
工
事

の
た
め
、
建
設
主
体
で
あ
る
独
立

行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設

整
備
支
援
機
構
か
ら
委
託
を
受
け

た
業
者
が
、
土
地
の
調
査
測
量
・

物
件
調
査
お
よ
び
地
質
調
査
な
ど

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
立
ち
入
ろ
う
と
す
る

土
地
の
区
域
】

　

上
の
湯
、
わ
ら
び
野
、
桜
野
、

浜
松
、
熱
田
、
大
新
、
春
日
、
立

岩
、
花
浦
、
山
崎
、
黒
岩

【
立
入
期
間
】

　

平
成
30

年
4
月
1
日
〜

　
　

平
成
31

年
3
月
31

日

【
立
入
区
域
を
示
す

図
面
の
縦
覧
場
所
】

　

八
雲
町
役
場
新
幹
線
推
進
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人　

鉄
道
建
設
・

　

運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構

　

北
海
道
新
幹
線
建
設
局
八
雲
鉄

　

道
建
設
所

　

☎
0
1
3
7
│
66
│
5
6
2
0

北海道新幹線

建設工事に伴う

土地の立ち入りに

ついて

　

工
業
統
計
調
査
は
国
の
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
、
国
や
地

方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
の

重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利

活
用
さ
れ
ま
す
。
6
月
1
日

を
調
査
期
日
と
し
、
5
〜
6

月
に
か
け
て
調
査
員
が
製
造

事
業
所
に
伺
い
ま
す
の
で
、

調
査
に
つ
い
て
ご
協
力
願
い

ま
す
。
な
お
、
調
査
票
に
記

入
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統

計
作
成
の
目
的
以
外
（
税
の
資

料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査

の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
企
画
振
興
課
企
画
係　
　

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
3
0
0

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

工業統計調査
を実施します

　

町
で
は
、
農
業
の
振
興
を
図
る

た
め
「
農
用
地
等
区
域
（
農
地
・
非

農
地
含
む
）
」
を
設
定
し
て
い
ま

す
。

　

区
域
内
で
土
地
の
形
質
変
更

（
土
地
の
開
墾
、
土
・
岩
石
ま
た

は
砂
利
の
採
取
等
に
よ
る
土
地
の

物
理
的
形
状
変
更
等
）
、
工
作
物
・

建
築
物
の
設
置
な
ど
を
開
始
す
る

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
開
発
行
為

に
係
る
許
可
、
区
域
か
ら
の
除

外
・
用
途
変
更
の
手
続
き
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
林
課
農
業
振
興
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
2
0
3
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【
期
間
】
4
月
24

日
（
火
）
〜

11

月
4
日
（
日
）
予
定

■
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

【
利
用
料
金
】

〇
全
コ
ー
ス
利
用　

5
1
0
円

※
事
故
防
止
等
安
全
の
た
め
小
学

　

生
以
下
の
噴
火
湾
コ
ー
ス
、
パ

　

ノ
ラ
マ
コ
ー
ス
の
立
ち
入
り
を

　

禁
止
し
ま
す
。

〇
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
限
定　

・
大
人
（
中
学
生
以
上
）
3
0
0
円

・
小
人
（
小
学
生
以
下
）
1
0
0
円

【
休
場
日
】
毎
週
月
曜
日

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
火

　

曜
日
が
休
場
日
と
な
り
ま
す
。

※
プ
レ
ー
前
に
隣
接
の
ふ
れ
あ
い

　

館
で
手
続
き
を
行
い
、
受
付
時

　

に
交
付
さ
れ
た
バ
ッ
ジ
を
必
ず

　

見
え
る
場
所
に
装
着
し
プ
レ
ー

　

し
て
く
だ
さ
い
。

■
遊
楽
部
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

【
利
用
料
金
】
3
0
0
円　

【
休
場
日
】
第
2
・
4
火
曜
日

※
4
月
24

日
（
火
）
除
く

■
く
ま
い
し
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

【
利
用
料
金
】
3
0
0
円　

【
休
場
日
】
第
2
・
4
月
曜
日

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
場

■
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
共
通
シ
ー
ズ

　

ン
券
の
購
入
に
つ
い
て

　

今
年
も
4
月
5
日
か
ら
シ
ー
ズ

ン
券
の
販
売
を
開
始
し
ま
す
。

【
購
入
方
法
】

　

次
の
も
の
を
持
参
し
申
請
窓
口

で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
現
金
1
2
，
3
4
0
円

・
未
使
用
の
顔
写
真
（
カ
ラ
ー
、
幅

　

2.2
㎝
×
縦
3.0
㎝
、
脱
帽
の
こ
と
）

【
購
入
窓
口
】

・
建
設
課
、
熊
石
総
合
支
所
産
業
課

　

月
〜
金
曜
日　

　

午
前
8
時
30

分
〜午

後
5
時
15

分

・
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
パ
ノ

　

ラ
マ
館
（
公
園
緑
地
推
進
室
）

　

火
〜
日
曜
日　

　

午
前
10

時
〜
午
後
6
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
火
曜

　

日
休
館
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

（
公
園
緑
地
推
進
室
）

　

☎
0
1
3
7
│
65
│
6
0
3
0

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�

�
�
�
�

　

噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
、
ま

き
ば
の
冒
険
広
場
に
サ
イ
ロ
型
の

す
べ
り
台
が
完
成
！
。
す
べ
り
台

の
長
さ
18

メ
ー
ト
ル
！！

　

4
月
24

日
（
火
）
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー

ク
屋
外
施
設
オ
ー
プ
ン
か
ら
使
用

で
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
場
所
】
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー

ク
ま
き
ば
の
冒
険
広
場

【
利
用
期
間
】
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ

パ
ー
ク
屋
外
遊
具
オ
ー
プ
ン
期
間

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

（
公
園
緑
地
推
進
室
）

　

☎
0
1
3
7
│
65
│
6
0
3
0

　町長と話したい、町長の考えを聞いてみたいと思っ
ている町民の方との懇談会を開催しています。
◆人数　５名以上（団体、個人は問いません）
◆懇談時間　概ね１時間程度
◎希望の開催日時と会場を事前にお知らせください（こ
ちらから伺います）。随時受け付けしています。
※日程は町長の公務日程と調整させていただきます。
◆申込先
　企画振興課協働推進係　　　　☎0137－62－2300
　地域振興課まちづくり推進係　☎01398－2－3111

町長との懇談会 OK
��
��

ふるさと納税の状況
2月末現在累計（平成29年4月～平成30年2月）

寄附件数 122,118件

寄附金額 1,411,919,895円
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お
知
ら
せ

〇
中
島　

勝
利　

様
（
札
幌
市
）

　

宅
地　

1
筆

1
3
5
．
1
2
㎡

〇
高
柳　

元
一　

様
（
埼
玉
県
）

　

山
林　

1
筆

1
2
5
，
5
0
9
㎡

〇
小
林　

擴　

様
（
茨
城
県
）

　

原
野　

1
筆　
　
　

3
3
0
㎡

○
八
雲
総
合
病
院

　

4
月
8
日
、
22
日
、
29
日
、
30
日

　

5
月
3
日
、
4
日
、
5
日
、
6
日
、

　

13
日
、
20
日
、
27
日

　

1

0
1
3
7
│
63
│
2
1
8
5

○
魚
住
金
婚
湯
医
院

　

4
月
15
日

　

1

0
1
3
7
│
67
│
2
3
1
1

〇
熊
石
総
合
支
所

　

4
月
24
日
（
火
）

・
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

〇
八
雲
町
役
場

　

5
月
1
日
（
火
）

・
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

・
午
後
1
時
〜
4
時
30
分

◎
国
土
交
通
省
か
ら
車
両
の

タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
グ
の

リ
コ
ー
ル
の
お
知
ら
せ

「
リ
コ
ー
ル
未
改
修
車
は
、
平
成

30
年
5
月
か
ら
車
検
が
通
り
ま

せ
ん
」

　

該
当
す
る
車
両
は
早
急
に
リ

コ
ー
ル
作
業
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
該
当
車
両
例
】

・
い
す
ゞ
〜
コ
モ

・
S
U
B
A
R
U
〜

　

イ
ン
プ
レ
ッ
サ
、
レ
ガ
シ
ィ　

町
へ
の
寄
附

日
曜
・
休
日
当
番
医

INFORMATION

情報
くらしの

町
の
花

ひ
ま
わ
り

献
血
車
ひ
ま
わ
り
号

リ
コ
ー
ル
に
つ
い
て

性
暴
力
被
害
者
相
談

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談

・
ダ
イ
ハ
ツ
〜

　

ミ
ラ
、
ハ
イ
ゼ
ッ
ト
な
ど

　

4
車
種

・
ト
ヨ
タ
、
レ
ク
サ
ス
〜

　

ヴ
ォ
ク
シ
ー
、
カ
ロ
ー
ラ
、

S
C
4
3
0
な
ど　

25
車
種

・
日
産
〜

　

エ
ク
ス
ト
レ
イ
ル
、
フ
ー
ガ
な

ど　

14
車
種

・
B
M
W
〜
E
46
、
3
シ
リ
ー
ズ

（
3
1
8
i
、
3
2
0
i
な
ど
）

11
車
種

・
ホ
ン
ダ
〜

　

フ
ィ
ッ
ト
、
ア
コ
ー
ド
な
ど

　

31
車
種

・
マ
ツ
ダ
〜

　

R
X
│
8
、
ア
テ
ン
ザ
な
ど

　

5
車
種

・
三
菱
〜

　

ラ
ン
サ
ー
、
ア
イ
な
ど
4
車
種

【
確
認
方
法
】

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索

「
リ
コ
ー
ル
情
報
検
索
ア
プ
リ
」

h
ttp

s://w
w

w
.ja

sp
a
.o

r.jp
/u

se

r/m
y
c
a
r/a

p
p
lic

a
tio

n
/re

c
a
llse

a
rc

h
.h

tm
l

※

Ｂ
Ｍ
Ｗ
は
対
応
し
て
い
な
い
た

め
、
メ
ー
カ
ー
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

・
ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
用
ア
プ
リ

「
リ
コ
ー
ル
情
報
検
索
」

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

国
土
交
通
省

タ
カ
タ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
03
│
5
5
3
9
│
0
4
5
2

相　
　

談

◎
温
水
式
浴
室
乾
燥
暖
房
機

の
リ
コ
ー
ル
の
お
知
ら
せ

「
火
災
発
生
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
」

　

2
0
0
1
年
6
月
〜
2
0
0
9

年
1
月
ま
で
に
製
造
さ
れ
た
温
水

式
浴
室
換
気
乾
燥
暖
房
機
で
、
周

辺
を
焼
損
す
る
火
災
が
発
生
し
ま

し
た
。
対
象
品
を
お
持
ち
の
方
は

点
検
受
付
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
メ
ー
カ
ー
】

・
R
i
n
n
a
i
（
リ
ン
ナ
イ
）

・
T
O
H
O 

G
A
S
（
東
邦
ガ
ス
）

・
T
O
K
Y
O 

G
A
S（

東
京
ガ
ス
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

浴
室
暖
房
乾
燥
機

点
検
受
付
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
1
2
0
│
1
1
3
│
5
3
1

4
月
13
日
（
金
）
、
27
日
（
金
）

午
後
1
時
〜
4
時
（
相
談
30
分
）

　

午
後
3
時
ま
で
に
新
た
な
受
け

付
け
が
な
い
場
合
は
終
了
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
予
約
制
・
先
着
順

【
会
場
】
は
ぴ
あ
八
雲

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

函
館
弁
護
士
会

　

☎
0
1
3
8
│
41
│
0
2
3
2

　

性
暴
力
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方

や
家
族
の
方
の
相
談
に
応
じ
、
必

要
な
情
報
提
供
や
支
援
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

【
相
談
専
用
電
話
】

　

性
暴
力
被
害
者
対
応
チ
ー
ム

　

函
館
、
道
南
S
A
R
T（

サ
ー
ト
）

　

☎
0
1
3
8
│
85
│
8
8
2
5
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
町
消
防
本
部
八
雲
消
防
署

　

予
防
第
1
・
2
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
6
8
6

・
熊
石
消
防
署
予
防
係

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
3
9
3

◎
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

次
の
場
所
に
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
写
真
を
貼
付
の
う
え
必
要

事
項
を
記
入
（
自
筆
）
し
、
公
共
職

業
安
定
所
の
紹
介
状
を
添
え
て
、

総
務
課
人
事
厚
生
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
申
込
用
紙
取
得
場
所
】

　

総
務
課
人
事
厚
生
係
、
熊
石
総

合
支
所
、
落
部
支
所
、
熊
石
総
合

支
所
相
沼
泊
川
出
張
所
ま
た
は
函

館
公
共
職
業
安
定
所
八
雲
出
張
所

《
土
木
作
業
員
》

【
募
集
人
員
】
1
名

【
応
募
資
格
】

・
大
型
自
動
車
運
転
免
許
お
よ
び

　

大
型
特
殊
自
動
車
運
転
免
許
を

　

有
し
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技

　

能
講
習
を
修
了
し
た
方
で
、
八

　

雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
65

歳

　

未
満
の
方

※
刈
払
機
取
扱
作
業
従
事
者
安
全

衛
生
教
育
講
習
お
よ
び
伐
木
等

業
務
（
大
径
木
）
安
全
衛
生
特
別

教
育
講
習
を
受
講
し
て
い
る
方

が
望
ま
し
い
。

【
勤
務
場
所
】

　

八
雲
町
車
両
セ
ン
タ
ー

（
三
杉
町
25

│
1
3
7
）

【
雇
用
期
間
】

　

5
月
1
日
〜
9
月
16

日

※
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
あ
り
。

【
勤
務
日
】
月
〜
金
曜
日

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
8
時
30

分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
5
時
15

分

※
町
道
等
除
排
雪
作
業
時
は
、
変

　

則
勤
務
と
な
り
ま
す
。

【
添
付
書
類
】

　

大
型
・
大
型
特
殊
自
動
車
運
転

免
許
証
の
写
し
、
車
両
系
建
設
機

械
運
転
技
能
講
習
修
了
証
の
写

し
、
刈
払
機
取
扱
作
業
従
事
者
安

全
衛
生
教
育
講
習
お
よ
び
伐
木
等

業
務
（
大
径
木
）
安
全
衛
生
特
別
教

育
講
習
を
受
講
済
の
方
は
修
了
証

の
写
し

【
業
務
内
容
】

　

土
木
作
業
、
町
道
等
除
排
雪
作

業
お
よ
び
車
両
運
転
業
務
な
ど

【
賃
金
】
日
額
1
0
，
1
5
0
円

【
特
別
賃
金
】
年
間
96

日
分

※
初
年
度
は
減
額
さ
れ
ま
す
。

【
保
険
等
】

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

保
険
、
労
災
保
険
に
加
入

【
申
込
期
限
】

　

4
月
13

日
（
金
）

午
後
5
時
15

分

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

【
試
験
予
定
日
】
4
月
18

日
（
水
）

※
時
間
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

建
設
課
管
理
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
5

《
図
書
館
司
書
》

【
募
集
人
員
】
1
名

【
応
募
資
格
】

・
図
書
館
司
書
の
資
格
を
有
し
て

　

い
る
方

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し

　

八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
方

・
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
パ
ソ

　

コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

【
勤
務
場
所
】
八
雲
町
立
図
書
館

（
相
生
町
98

番
地
）

【
雇
用
期
間
】

　

5
月
1
日
〜
10

月
31

日

※
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
あ
り

【
勤
務
日
】
週
休
2
日
制

※
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
土
、

　

日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
8
時
30

分
〜午

後
5
時
15

分

※
遅
番
、
夜
間
勤
務
あ
り

【
添
付
書
類
】

・
図
書
館
司
書
資
格
証
明
書
ま
た

　

は
証
書
の
写
し

・
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

・
課
題
レ
ポ
ー
ト

※
レ
ポ
ー
ト
の
詳
細
は
申
込
用
紙

　

添
付
資
料
を
参
照
願
い
ま
す
。

【
業
務
内
容
】

　

図
書
館
奉
仕
業
務

（
図
書
貸
出
受
付
、
資
料
管
理
な

　

ど
）

【
賃
金
】
日
額
6
，
5
0
0
円

【
特
別
賃
金
】
年
間
96

日
分

※
初
年
度
は
減
額

【
保
険
等
】

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

保
険
、
労
災
保
険
に
加
入

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
、
レ
ポ
ー
ト
評
価
、

面
接
試
験

【
申
込
期
限
】

　

4
月
18

日
（
水
）

午
後
5
時
15

分

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

【
試
験
予
定
日
】

　

4
月
23

日
（
月
）

※
時
間
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
町
立
図
書
館

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
5
0
7

◎
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

（
平
成
30

年
度　

第
2
回
）

【
試
験
日
】
6
月
17

日
（
日
）

【
受
付
期
間
】

・
書
面
申
請　

5
月
10

日
（
木
）

〜
17

日
（
木
）

・
電
子
申
請　

5
月
7

日
（
月
）

〜
14

日
（
月
）

【
試
験
の
種
類
】
甲
種
・
乙
種

（
第
1
〜
6
類
）
・
丙
種

【
試
験
地
】
函
館
市
ほ
か
11

市
町

◎
消
防
設
備
士
試
験

（
平
成
30

年
度　

第
1
回
）

【
試
験
日
】
6
月
17

日
（
日
）

【
受
付
期
間
】

・
書
面
申
請　

5
月
10

日
（
木
）

〜
17

日
（
木
）

・
電
子
申
請　

5
月
7
日
（
月
）

〜
14

日
（
月
）

【
試
験
の
種
類
】
甲
種
特
類
・
甲

種
（
第
1
〜
5
類
）
・
乙
種
（
第
1

〜
7
類
）

【
試
験
地
】
函
館
市
ほ
か
6
市

※
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
講

習
、
そ
の
他
の
資
格
を
受
講
希

望
の
方
は
消
防
書
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

試
験
・
講
習

八
雲
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

募　
　

集
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八雲警察署からお知らせ

【採用予定人員】210名程度

　（1）男性Ａ区分　125名程度、女性Ａ区分35名程度　（2）男性Ｂ区分 40名程度、女性Ｂ区分10名程度

　※Ｂ区分～学校教育法による高等学校に在学中の方を除く

【受付期間】３月１日（木）～４月23日（月） 

　（1）第１次試験日　５月20日（日）※第１次試験は八雲警察署内で受験できます。

　（2）第２次試験日　６月下旬～７月上旬

【問い合わせ・申し込み先】函館方面八雲警察署　 10137－64－2110

■
「
自
分
の
不
始
末
は
自
分
で
落
と
し
前
を
つ
け
る
」
と
、
潔
く
生
き
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
自
分

に
落
ち
度
の
な
い
こ
と
ま
で
、
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
の
は
耐
え
難
い
で
す
よ
ね
。

■
法
律
の
世
界
に
は
、
過
失
責
任
主
義
と
い
う
原
則
が
あ
り
ま
す
。
過
失
責
任
主
義
と
は
、
故

意
・
過
失
が
な
け
れ
ば
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
原
則
で
す
。
こ

の
原
則
は
、
主
に
不
法
行
為
の
分
野
に
お
け
る
原
則
で
す
。
契
約
法
の
分
野
、
例
え
ば
「
誰
か

の
保
証
人
に
な
り
、
全
財
産
を
持
っ
て
い
か
れ
た
」
と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、
保
証
人
に
は

落
ち
度
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
保
証
人
に
な
る
と
い
う
意
思
表
示
を
し
た
こ
と
の
帰
結
で

あ
っ
て
、
故
意
や
過
失
の
話
と
は
、
ち
ょ
っ
と
性
質
が
違
い
ま
す
。

■
で
も
、
法
律
に
は
、
原
則
に
対
し
例
外
が
あ
り
、
無
過
失
責
任
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

■
民
法
7
1
5
条
は
、
事
業
の
た
め
に
他
人
を
使
用
す
る
者
は
、
そ
の
被
用
者
が
第
三
者
に
加
え

た
損
害
に
つ
い
て
損
害
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
と
い
う
規
定
で
す
。
実
は
、
7
1
5
条
に
は
、

た
だ
し
書
き
が
あ
り
、
被
用
者
の
選
任
お
よ
び
そ
の
事
業
の
監
督
に
つ
い
て
相
当
の
注
意
を
し

た
場
合
に
は
免
責
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
厳
密
に
い
う
と
無
過
失
責
任
そ
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
運
用
レ
ベ
ル
で
は
、
こ
の
た
だ
し
書
き
の
適
用
は
と
て
も
厳
し
く
行

わ
れ
る
の
で
、
実
質
的
に
無
過
失
責
任
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
民
法
7
1
8
条
の
動
物
占
有
者
の
責
任
も
、
民
法
7
1
5
条
と
同
じ
よ
う
な
構
造
で
、
ペ
ッ
ト

の
散
歩
中
に
、
愛
犬
が
誰
か
に
噛
み
つ
く
な
ど
す
る
と
、
こ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
ま
す
。

■
家
の
屋
根
か
ら
落
雪
が
あ
り
、
歩
行
者
に
怪
我
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
ど
う
な
る
で
し
ょ

う
か
。
民
法
7
1
7
条
に
よ
る
と
、
建
物
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
り
、
建
物
の
保
存
を
き
ち
ん
と
し

て
い
な
か
っ
た
場
合
は
、
最
終
的
に
は
所
有
者
が
無
過
失
の
責
任
を
負
う
と
し
て
い
ま
す
。

■
ど
う
し
て
無
過
失
責
任
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
報
償
責
任
（
利

益
の
存
す
る
と
こ
ろ
損
失
も
帰
属
す
る
）
、
危
険
責
任
（
危
険
を
支
配
す
る
者
が
責
任
も
負
う
）

と
い
う
観
点
か
ら
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
部
下
、
ペ
ッ
ト
、
工
作
物
の
管
理
は
し
っ

か
り
し
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
す
！

■
当
事
務
所
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
各
種
法
律
相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
。
一
定
の
資
力
要
件
を
満

た
す
方
は
、
3
回
ま
で
無
料
の
法
律
相
談
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
少
し
で
も
気
に
な
る
こ

と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ぜ
ひ
「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
（
☎
0
5
0
│

3
3
8
3
│
8
3
6
6
）」
ま
で
相
談
予
約
の
お
電
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所
（
☎
0
5
0
│
3
3
8
3
│
5
5
6
3
）
」
で
も
、
ご
相
談

を
承
っ
て
い
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
八
雲
通
信
vol.

70

こ
わ
い
？
無
過
失
責
任

法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所　

弁
護
士　

坪
井　

清
隆

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）

平成30年度 第1回北海道警察官募集中Y～夢、今叶えるとき～
やりがいのある仕事！さまざまな知識、資格が役に立つ！仕事もプライベートも充実！

そんな仕事はここにある。北海道警察官を目指してみませんか。

　一人ひとりが交通ルールを守り、思いやりのある交通マナーで、交通事故死ゼロを目指しましょう。

○通園・通学をする子どもたちを交通事故から守ろう！

　家庭や地域の大人が手本となり、基本的なルールやマナーを教え、交通安全意識を高めましょう。

○高齢者が安心して外出できる安全な社会を作ろう！

　交通事故死者数全体のうち、高齢者が半数以上です。思いやりのある安全運転を心がけましょう。

○自転車も「クルマ」です！自転車に乗るときは、「自転車安全利用五則」を守りましょう！

　①自転車は、車道が原則、歩道は例外　　②車道は左側を通行　

　③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行　④安全ルールを守る　⑤子供はヘルメットを着用

○道民一人ひとりが、「飲酒運転をしない、させない、許さない」という規範意識を持って飲酒運転を根絶しましょう。

4月6日（金）～15日（日）春の全国交通安全運動の実施　
4月10日（火）「交通事故死ゼロを目指す日」が行われます！！！
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みんなの年金ガイド
今月の年金相談

4月12日（木）

10:30～12:00

13:00～15:30

第1・2会議室

完全予約制
4月5日（木）までにお申し込みください。

次回は5月17日（木）です。

平成30年度
年金相談所開設日のお知らせ

◆問い合わせ先　　請求手続きや届け出など　ねんきんダイヤル 10570－05－1165

　　函館年金事務所　・加入手続きや納入相談など（国民年金課）

　　　　　　　　　　・障害年金の請求手続きなど（お客様相談室）

　　役場窓口　　　　　住民生活課社会係（窓口５番） 10137－62－2112

　　　　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課 101398－2－3111

番号のかけ間違いにご注意ください

詳しくは、お近くの「年金事務所」へおたずねください

10138－82－8002
※アナウンスに従いおかけください。

知っ
て

おき
たい

年金相談は完全予約制です。ご希望の方は、住民生活課社会係までご連絡願います。

１、年金相談所開設日について
　平成30年度も下記の日程で、八雲町役場で年金相談所を開設します。

年金相談所は一人ひとりの相談内容に即した対応をするため「完全予約制」となっていますので、年

金相談を希望される方は早めの事前予約をお願いします。

【年金相談所開設日】

　・年金相談所は下記の日程で午前10時30分～正午、午後１時～3時30分まで開設されます。

　・相談時間は各30分程度の予定です。１日の予約人数枠は８人です。

※　開設日および会場は変更になる場合もありますので、毎月の「広報やくも」でご確認ください。

※　予約の際は、基礎年金番号を伺いますので、ご用意ください。

※　予約状況により、ご希望の日時を指定できないことがありますので、あらかじめご容赦願います。

２、国民年金窓口手続きでのマイナンバー利用が開始されました
（１）平成30年３月５日より役場窓口での国民年金の手続きに、マイナンバーが必要となります。

（２）マイナンバーを利用する際は、下記の書類が必要です。

　①マイナンバーを確認できる書類（個人番号カード、通知カード、個人番号付きの住民票など）

　②本人確認書類

　　・運転免許証など写真付きの公的な証明書なら１つ

　　・健康保険証、年金手帳など写真のない本人確認書類なら２つ

　③代理人が来庁する場合は、代理人の本人確認書類

　　・運転免許証など写真付きの公的な証明書なら１つ

　　・健康保険証、年金手帳など写真のない本人確認書類なら２つ

※　マイナンバーは手続きに必要な書類の中の一つです。

　　手続きの内容によっては通帳・銀行印・離職票など他の書類が必要な場合があります。

　　事前に確認を希望される場合は、下記の住民生活課社会係までお問い合わせください

４月１２日（木）

５月１７日（木）

６月１４日（木）

７月１２日（木）

　８月　９日（木）

　９月１３日（木）

１０月１８日（木）

１１月１５日（木）

開　　　設　　　日

１２月１３日（木）

　１月１７日（木）

　２月１４日（木）

　３月　７日（木）
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